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特
ू

改
正
෺
ޮ
法
・
ト
ラ
ッ
ク
法
ࢪ
行
へ

６
年
度
՟
෺
運
ૹ
事
業
者
数
３
年
࿈
ଓ
減

東
ト
協
が
෺
ྲྀ
੓
ࡦ
委
員
会
開
催

東
ト
協
が
ۙ
୅
化
基
金
運
Ӧ
委
員
会
開
催

大
ܕ
車
車
輪
୤
མ
事
ނ
๷
ࢭ
ݚ
म
会

２３４５６

当
日
は
、
三
ଜ
委
員
長
と

Լ
川
ޛ
෭
委
員
長
が
ܯ
ࢹ
ி

交
通
部
交
通
ن
制
՝
を
๚

れ
、
金
子
ݡ
࢘
՝
長
に
要
望

書
を
手
渡
し
た（
ࣸ
ਅ
）。
要

望
書
に
は
、
ܯ
࡯
署
別
１
７

０
か
所
の「
՟
෺
ू
഑
中
に

係
る
駐
車
ن
制
の
見
௚
し
要

望
エ
Ϧ
ア
一
ཡ
」を
ఴ
付
し
、

ૣ
期
の
実
現
を
求
め
た
。

三
ଜ
委
員
長
は
、通
ୡ「
駐

車
ڐ
可
ٴ
び
駐
車
ن
制
か
ら

の
除
外
ા
置
の
運
用
の
見
௚

し
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、

ࡢ
年
10
月
に
஑
ା
駅
東
口
周

ล
で
駐
車
ن
制
の
見
௚
し
が

実
ࢪ
さ
れ
た
こ
と
に
言
ٴ
。

一
方
で
、
広
Ҭ
に
わ
た
る
東

ژ
の
ू
഑
実
ଶ
に
র
ら
す

と
、
現
行
の
実
ࢪ
Օ
所
数
や

駐
車
࿮
数
は
ґ
વ
と
し
て
不

଍
し
て
い
る
と
指
ఠ
し
た
。

ま
た
、
令
和
７
年
中
に
は
２

割
弱
の
事
業
者
が
駐
車
違
反

の
取
り
క
ま
り
を
受
け
て
い

る
と
の
実
ଶ
も
示
し
、
会
員

事
業
者
か
ら
は
実
ࢪ
Օ
所
と

駐
車
࿮
数
の
さ
ら
な
る
֦
ॆ

や
、
ू
഑
࡞
業
中
の
取
り
క

ま
り
؇
和
を
求
め
る
声
が
挙

が
っ
て
い
る
と
આ
明
し
た
。

෺
ྲྀ
は
ॏ
要
な
社
会
イ
ン

ϑ
ラ
で
あ
り
、
そ
の
ػ
ೳ
を

҆
શ
に
҆
定
し
て
ҡ
࣋
す
る

た
め
に
は
、
駐
車
ス
ϖ
ー
ス

の
確
保
に
加
え
、
؆
қ
な
手

ଓ
き
で
利
用
可
ೳ
な
࢓
૊
Έ

の
ߏ
ங
が
不
可
欠
と
ڧ
調
。

道
࿏
交
通
の
ԁ
׈
化
と
地

Ҭ
に
ີ
着
し
た
҆

શ
な
輸
ૹ
の
確
保

を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
交
通
実
ଶ
に

ଈ
し
た
ॊ
ೈ
な
駐

車
ن
制
の
見
௚
し

と
、
՟
෺
ू
഑
中

の
駐
車
取
り
క
ま

り
؇
和
へ
の
理
解

を
求
め
た（
ผ
ܝ

ʹ
ཁ
๬
߲
໨
）。

三
ଜ
委
員
長
は

「
業
ք
で
は
՝
୊

解
ܾ
と
υ
ラ
イ
バ
ー
の
待
۰

改
善
、
࣋
ଓ
可
ೳ
な
෺
ྲྀ
の

実
現
に
޲
け
、
適
正
原
Ձ
の

確
保
を
໨
指
し
て
い
る
。
大

都
市
ݍ
の
駐
車
໰
୊
の
解
ܾ

に
は
、
運
賃
・
ྉ
金
の
ऩ
受

以
上
に
、
制
度
面
で
の
੔
備

が
不
可
欠
だ
」
と
ड़
べ
、
駐

車
ن
制
の
؇
和
、
駐
車
ス
ϖ

ー
ス
確
保
を
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
金
子
՝
長

は
、「
ࠓ
後
の
都
市
開
発
の

東
ト
協
の
ਫ
໺
ޭ

会
長
は
２
月
26
日
、

̩
̤
̠
̮
̤
̛
̢
の

ラ
δ
Φ
൪
૊「
̤
Ｎ

̚
̢
̤
Ｒ
Ｎ
̞
Ｎ

̜
」
に
生
出
ԋ
し
、

「
２
０
２
４
年
໰
୊
」

か
ら
２
年
が
ܦ
過
し

た
෺
ྲྀ
現
場
の
状
況

に
つ
い
て
ޠ
っ
た
。

ਫ
໺
会
長
の
ラ
δ
Φ

出
ԋ
は
ࡢ
年
に
ଓ
き

２
回
໨
で
、
東
ト
協

で
は
広
報
活
動
の
一

؀
と
し
て
、
ϝ
σ
ỹ

ア
を
活
用
し
た
̥
Ｒ

を
展
開
し
て
い
る
。

ਫ
໺
会
長
は
業
ք
の
現
状

に
つ
い
て
、「
෺
ྲྀ
の
２
０

２
４
年
໰
୊
以
߱
、
さ
ま
ざ

ま
な
ࢪ
ࡦ
が
ߨ
じ
ら
れ
た
こ

と
で
、
ՙ
ओ
と
運
賃
交
ব
を

協
議
す
る
ػ
会
が
増
え
、
業

ք
へ
の
理
解
も
ঃ
ʑ
に
ਐ
ん

で
き
て
い
る
」
と
આ
明
。
そ

の
എ
ܠ
と
し
て
、
ࡢ
年
10
～

11
月
の
ト
ラ
ッ
ク
・
෺
ྲྀ
̜

ϝ
ン
に
よ
る「
ू
中
監
ࢹ
月

間
」を
挙
͛
、「
公
正
取
Ҿ
委

員
会
と
の
合
同
ύ
ト
ϩ
ー
ル

を
通
じ
、
ՙ
ओ
へ
の
働
き
か

け
や
要
੥
、
ק
告
、
公
表
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
、
事
業
者

に
と
っ
て
追
い
෩
に
な
っ
て

い
る
」と
ड़
べ
た
。

ま
た
、
４
月
か
ら
一
部
ࢪ

行
さ
れ
る
改
正
෺
ྲྀ
ޮ
率
化

法
に
つ
い
て
は
、「
す
べ
て

の
ՙ
ओ
・
෺
ྲྀ
事
業
者
に
対

し
、
ՙ
待
ち
や
ՙ
໾
時
間
の

୹
ॖ
、
ੵ
ࡌ
率
の
޲
上
な
ど

が
౒
ྗ
義
務
と
し
て
՝
さ
れ

る
。
こ
れ
を
実
ޮ
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
に
は
、
事
業
者

側
の
取
り
૊
Έ
に
加
え
、
ՙ

ओ
と
の
৘
報
ڞ
有
が
不
可
欠

だ
」と
指
ఠ
。そ
の
上
で
、「
ՙ

ओ
に
は
෺
ྲྀ
を
୯
な
る
コ
ス

ト
で
は
な
く
、
ܦ
Ӧ
ઓ
ུ
の

中
֩
と
し
て
位
置
づ
け
て
も

ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
」と
ૌ
え
た
。

୤
୸
ૉ
・
Χ
ー
Ϙ
ン
χ
ỿ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
で
は
、

東
ژ
都
に
対
し
、
̯
̚
̫
ト

ラ
ッ
ク（
ഉ
ガ
ス
を
一
切
出

さ
な
い
車
両
）の
ී
ٴ
に
޲

け
た
ॆ
て
ん
設
備
の
増
設

や
、
利
用
時
間
の
֦
大
を
要

望
し
た
こ
と
を
報
告
。
あ
わ

せ
て
、
協
会
ಠ
自
の
グ
Ϧ
ー

ン
・
エ
コ
プ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
の

ਪ
ਐ
に
よ
り
、
೩
අ
改
善
を

通
じ
た
̘
̤
２
࡟
減
に
取
り

૊
ん
で
い
る
と
આ
明
し
た
。

さ
ら
に
、「
ト
ラ
ッ
ク
輸
ૹ

は
生
活
と
ܦ
ࡁ
を
支
え
る
ラ

イ
ϑ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
都
民

生
活
と
産
業
活
動
の
ҡ
࣋
・

発
展
に
不
可
欠
な
存
在
だ
」

と
ڧ
調
。
ࡂ
֐
時
の
支
ԉ
活

動
に
つ
い
て
も
、「
そ
の
ػ

ೳ
を
୲
え
る
の
は
ト
ラ
ッ
ク

輸
ૹ
で
あ
り
、
୅
ସ
の
利
か

ܯ
࡯
ி
は
２
月
26
日
、「
令

和
７
年
中
の
交
通
ࢮ
๢
事
ނ

の
発
生
状
況
ٴ
び
道
࿏
交
通

法
違
反
取
క
り
状
況
等
に
つ

い
て
」
を
公
表
し
た
。
７
年

中
に
発
生
し
た
શ
国
の
交
通

事
ނ
݅
数
は
28
ສ
７
０
２

３
݅
で
、
前
年
比
３
８
７
２

（݅
１
・
３
ˋ
）
減
গ
。
こ

の
う
ち
、
ࢮ
๢
事
ނ
݅
数
は

２
４
９
５
݅
で
、
同
１
０
３

（݅
４
・
０
ˋ
）

減
গ
し
た（
以

Լ
、
増
減
は
前

年
比
）。

車
種
別
で

は
、
事
業
用
՟

෺
車（
ܰ
՟
෺

を
除
く
）に
よ

る
ࢮ
๢
事
ނ
݅
数
は

１
８
８
݅
で
、
12
݅

（
６・０
ˋ
）減
গ
。こ

の
う
ち
、中
ܕ
車
が

41
݅
で
６
（݅
12
・

８
ˋ
）、
準
中
ܕ
車

以
上
）は
１
４
２
３
人
で
、

Ā0
人（
５
・
９
ˋ
）
減
গ
し

た
が
、
શ
体
の
55
・
９
ˋ
を

઎
め
、
ґ
વ
と
し
て
൒
数
超

の
ਫ
準
が
ଓ
く
。
状
ଶ
別
で

は
、「
歩
行
中
」が
34
・
９
ˋ

で
最
も
ଟ
く
、
次
い
で「
自

動
車
৐
車
中
」が
34
・
１
ˋ
。

歩
行
中
の
ࢮ
者
数
は
、
年

ྸ
૚
別
で
も
高
ྸ
者
が
શ
体

の
6Ā
・
９
ˋ
と
、
໿
７
割
を

઎
め
る
。
高
ྸ
歩
行
者
対
ࡦ

の
ॏ
要
性
が
Ҿ
き
ଓ
き
示
さ

れ
た
形
だ
。
ま
た
、
歩
行
者

側
に
Կ
ら
か
の
違
反
が
認
め

ら
れ
る
έ
ー
ス
が
໿
６
割
に

上
る
点
に
も
留
意
が
必
要
と

し
て
い
る
。

事
ނ
類
ܕ
別
の
ࢮ
๢
事
ނ

݅
数
で
は
、「
人
対
車
両
」が

な
い
໾
割
を
果
た
し
て
い

る
」と
意
義
を
示
し
た
。

最
後
に
、
東
ト
協
の
方
針

と
し
て
、「
෺
ྲྀ
を
ࢭ
め
な

い
、
サ
プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
を

ࢭ
め
な
い
と
い
う
使
命
の
も

と
、
最
前
線
で
働
く
υ
ラ
イ

バ
ー
の
待
۰
改
善
と
業
ք
の

社
会
的
地
位
の
޲
上
に
取
り

૊
む
こ
と
が
不
可
欠
だ
」
と

表
明
。「
処
۰
改
善
な
く
し

て
地
位
޲
上
は
な
い
。
υ
ラ

イ
バ
ー
ϑ
Ỹ
ー
ス
ト
を
実
ફ

し
、
҆
શ
・
҆
৺
な
輸
ૹ
の

確
立
に
つ
な
͛
て
い
く
」
と

ܾ
意
を
ड़
べ
た
。

同
൪
૊
に
は
、
ύ
ー
ι
φ

Ϧ
ς
ỹ
の
ユ
ー
δ
さ
ん
と
ϑ

Ϧ
ー
ア
φ
΢
ン
サ
ー
の
٢
ా

明
ੈ
さ
ん
が
出
ԋ
。
東
ト
協

は
൪
૊
಺
で
交
通
৘
報
の
ఏ

ڙ
を
行
っ
て
い
る
。

ਐ
展
を
౿
ま
え
る
と
、
一
ൠ

車
両
の
࿏
上
駐
車
を
༰
認
す

る
状
況
に
は
な
い
が
、
ύ
ー

キ
ン
グ
ϝ
ー
λ
ー
の
見
௚
し

も
含
め
、
検
౼
が
必
要
だ
。

஑
ା
駅
東
口
周
ล
の
事
例
の

よ
う
に
、
特
定
Օ
所
を
՟
෺

用
駐
車
ス
ϖ
ー
ス
と
す
る
な

ど
、
ن
制
؇
和
に
つ
い
て
前

޲
き
に
考
え
て
い
き
た
い
」

と
応
じ
た
。
さ
ら
に
、
駐
車

໰
୊
の
現
状
認
ࣝ
を
示
し
た

上
で
、
業
ք
の
立
場
も
౿
ま

え
、
対
ࡦ
を
検
౼
し
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
駐
車
取

り
క
ま
り
へ
の
ݒ
೦
が
υ
ラ

イ
バ
ー
不
଍
の
一
Ҽ
と
な
っ

て
い
る
現
状
の
΄
か
、
東
ژ

ߓ
周
ล
に
お
け
る
ւ
上
コ
ン

ς
φ
輸
ૹ
の
渋
଺
໰
୊
な
ど

に
つ
い
て
も
取
り
上
͛
た
。

外
の
一
ൠ
車
両
な
ど
が
駐
車

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
駐

車
指
ಋ
・
取
り
క
ま
り
の
ڧ

化
お
よ
び
一
ൠ
車
両
利
用
者

へ
の
周
஌
を
お
願
い
し
た

い
。

３

一
ࡢ
年
４
月
か
ら
ࢪ
行

さ
れ
た
േ
則
付
き
時
間
外
労

働
の
上
限
ن
制
へ
の
対
応
、

働
き
方
改
ֵ
ਪ
ਐ
に
よ
る
生

産
性
޲
上
、
駐
車
場
所
୳
し

に
よ
る
υ
ラ
イ
バ
ー
の
高
ス

ト
Ϩ
ス
か
ら
く
る
事
ނ
の
ݒ

೦
、
イ
ン
λ
ー
ω
ッ
ト
通
ൢ

あ
わ
せ
て
、「
य़
の
શ
国
交

通
҆
શ
運
動
」
へ
の
協
ྗ
や

事
ނ
๷
ࢭ
の
徹
底
に
つ
い
て

も
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

ʓ
՟
෺
ू
഑
த
の
ं
྆
に
係

る
ற
ं
ن
制
の
ݟ
௚
͠
の
ਪ

ਐ
に
関
す
る
ཁ
๬
ࣄ
߲

１

՟
෺
ू
഑
中
の
車
両
に

係
る
駐
車
ن
制
の
見
௚
し
に

つ
い
て
は
、
可
ೳ
な
限
り
ૣ

期
に
さ
ら
な
る
駐
車
Օ
所

数
・
駐
車
࿮
数
な
ど
の
֦
ॆ

を
お
願
い
し
た
い
。
特
に
、

都
৺
部
の
駅
周
ล
や
商
業
・

ൟ
՚
街
地
Ҭ
に
ू
഑
ト
ラ
ッ

ク
が
ऩ
༰
可
ೳ
な
駐
車
ࢪ
設

を
֦
ॆ
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

２

՟
෺
ू
഑
中
の
車
両
に

係
る
駐
車
ن
制
の
見
௚
し
実

ࢪ
場
所
に
は
、
ू
഑
車
両
以

や
高
ྸ
化
社
会
の
ਐ
展
に
伴

う
ݸ
宅
഑
ૹ
の
増
加
な
ど
を

౿
ま
え
、
一
部
の
諸
外
国
と

同
༷
に
、
՟
෺
自
動
車
に
限

り
࿏
上
駐
車
を
解
ې
す
る
こ

と
や
、
՟
෺
഑
ୡ
中
の
駐
車

に
限
り
、
取
り
క
ま
り
対
象

の
駐
車
時
間
の
؇
和
、
՟
෺

自
動
車
を
除
外
し
た
駐
車
ې

ࢭ
ن
制
ま
た
は
՟
෺
自
動
車

を
対
象
と
し
た
時
間
制
限
駐

車
۠
間
ن
制
を
行
う
な
ど
、

ن
制
の
見
௚
し
を
お
願
い
し

た
い
。

８
４
３
݅
で
શ
体
の
33
・
８

ˋ
を
઎
め
た
。
こ
の
う
ち
、

「
ԣ
断
歩
道
・
ԣ
断
歩
道
付

ۙ
ԣ
断
中
」の
ࢮ
๢
事
ނ
は

５
４
９
（݅
22・
０
ˋ
）、「
࿏

上
ԣお

う

թが

」
に
よ
る
ࢮ
๢
事
ނ

は
１
０
２
݅
発
生
し
て
い

る
。ҿ

ञ
運
転
に
よ
る
ࢮ
๢
事

ނ
݅
数
は
１
２
５
݅
で
、
15

（݅
10
・
７
ˋ
）減
গ
し
た
。

一
方
、
同
ॏ
ই
事
ނ
݅
数
は

３
１
０
݅
で
、
15
（݅
５
・

１
ˋ
）
増
加
。
ࢮ
๢
事
ނ
率

は
、
ҿ
ञ
運
転
以
外
の
事
ނ

の
໿
７
・１
ഒ
と
高
ਫ
準
で
、

同
ி
は
、
取
り
క
ま
り
の
ڧ

化
と
ҿ
ञ
運
転
根
ઈ
に
޲
け

た
社
会
的
ػ
運
の
ৢ
成
を
ਤ

る
と
し
て
い
る
。

が
21
݅
で
３
（݅
12
・
５

ˋ
）、
ී
通
車
が
４
݅
で
３

（݅
42
・
９
ˋ
）そ
れ
ͧ
れ

減
গ
し
た
が
、
大
ܕ
車
は
１

２
２
݅
で
増
減
な
し
と
な
っ

た
。
ま
た
、
಺
数
の
ト
Ϩ
ー

ラ
は
30
݅
で
、８
（݅
36・
４

ˋ
）増
加
と
大
෯
に
増
え
た
。

ઓ
後
過
去
最
গ
を
更
新
し

た
ࢮ
者
数
は
２
５
４
７
人

で
、１
１
６
人（
４
・
４
ˋ
）

減
গ
。
ෛ
ই
者
数
は
33
ສ
８

５
０
８
人
で
、５
８
８
７
人

（
１
・
７
ˋ
）
減
গ
し
た
が
、

ॏ
ই
者
数
は
２
ສ
７
５
６
３

人
で
、２
７
８
人（
１・０
ˋ
）

増
加
し
て
い
る
。

事
ނ
ࢮ
者
数
を
年
ྸ
૚
別

に
Έ
る
と
、
高
ྸ
者（
65
歳

ਫ໺会௕

駐
車
ن
੍
の
ݟ
௚
͠
ٻ
Ί

ܯ
ࢹ
ி
ަ
通
෦
ʹ
ཁ
๬
ఏ
ग़

౎
৺
෦
ͷ
貨
物
༻
ற
車
ス
ペ
ー
ス
֬
อ
を
ݕ
౼

௥
͍
෩
ड
け
औ
り
૊
Έ
ਐ
Ί
Δ

υ
ϥ
イ
ό
ー
ͷ
଴
۰
վ
ળ
΁

̢̛ ϥδΦ൪૊ʹੜग़ԋ౦ τ ڠ
ਫ໺会௕

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
̏
月
̏

日
ܯ、
ࢹ
ி
の
ԕ
౻
ݦ
࢙
ަ
௨
部
長

Ѽ
て
に
、ਫ
໺
ޭ
会
長
と
ࡾ
ଜ
Ғ
一

࿠
物
流
政
策
ҕ
һ
長（
෭
会
長
）の

連
໊
で「
貨
物
集
഑
த
の
車
両
に
܎

る
ற
車
規
制
の
ݟ
௚
し
の
ਪ
進
に
関

す
る
要
๬
に
ͭ
い
て
」を
提
ग़
し
た
。

東
ト
協
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
ෆ
଍
の

一
Ҽ
と
も
な
ỳ
て
い
る
、都
৺
部
ಛ

༗
の
ற
車
問
題
に
ܧ
続
的
に
औ
り
૊

Μ
で
い
る
。
今
回
の
要
๬
提
ग़
に
ࡍ

し
て
、都
಺
の
物
流
΍
ಓ
࿏
ަ
௨
の

ݱ
ঢ়
、関
連
施
策
に
ͭ
い
て
ҙ
ݟ
ަ

׵
が
行
Θ
れ
た
。

ࣄ
ۀ
༻
՟
෺
車
の

ࢮ
๢
ࣄ
ނ
͸
ݮ
গ

ト
Ϩ
ー
ϥ
͸
૿
Ճ
ʹ

ަ௨ࢮ๢ނࣄͷ
ൃੜঢ়گ ྩ࿨̓೥

ܯ
࡯
ி

౦τڠ

ୈ
ûþ
ճ

υ
ϥ
ί
ϯ
ग़
৔
બ
ख

̏
݄
18
೔
·
で
ื
ू
中

౦τڠ
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ݩ
੥
ࣄ
ۀ
ऀ
ͷ
࠶
ҕ

ୗ
ճ
਺
を
̎
ճ
·
で

ʹ
੍
ݶ

改正
トラック法
改正

トラック法改正
トラック法
改正

トラック法

՟
෺
自
動
車
運
ૹ
事
業
者

お
よ
び
՟
෺
利
用
運
ૹ
事
業

者
に
対
し
、
再
委
ୗ
回
数
を

２
回
以
಺
ま
で
と
す

る
౒
ྗ
義
務
が
՝
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

ݩ
੥
事
業
者
は
、

ՙ
ओ
か
ら
運
ૹ
を
受

ୗ
し
た
ݩ
੥
を
θ
ϩ

次
と
し
て
Χ
΢
ン
ト

し
、
そ
こ
か
ら
の
再

委
ୗ
を
２
ஈ
階
ま
で

に
཈
え
る
よ
う
౒
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
図
̏
）。
１
次
੥
け

事
業
者
も
、
委
ୗ
次

数
の
ॖ
減
に
協
ྗ
す

る
必
要
が
あ
る
。
取

Ҿ
ߏ
଄
の
途
中
に
՟

෺
利
用
運
ૹ
事
業
者

が
入
る
場
合
も
、
委

ୗ
次
数
に
含
め
る
。

特
定
事
ۀ
者
の
ࢦ
定
基
準
஋

̋
特
定
ՙ
ओ
・
特
定
࿈
࠯

化
事
業
者
⽅
取
ѻ
՟
෺
の
ॏ

ྔ
�
ສ
Ἁ
以
上（
上
位
３
２

ಛ
ఆ
ࣄ
ۀ
ऀ
ʹ
中
௕
ظ
ܭ
ը
ͳ

Ͳ
࡞
੒
ٛ
຿
Խ

改正
物効法
改正
物効法改正
物効法
改正
物効法

２
０
２
５
年
４
月
１
日
に

ࢪ
行
さ
れ
た
改
正
෺
ޮ
法

で
は
、す
べ
て
の
ՙ
ओ（
発
・

着
ՙ
ओ
）、
࿈
࠯
化
事
業
者
、

෺
ྲྀ
事
業
者
に
対
し
、
෺
ྲྀ

ޮ
率
化
へ
の
౒
ྗ
義
務
が
՝

さ
れ
、
ੵ
ࡌ
ޮ
率
の
޲
上
、

ՙ
待
ち
時
間
や
ՙ
໾
時
間
の

୹
ॖ
な
ど
の
取
り
૊
Έ
が
求

め
ら
れ
た
。

ࠓ
年
４
月
１
日
か
ら
の
一

部
ࢪ
行
で
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
૊
Έ
を
実
ޮ
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
、
特
定
事
業

者
に
新
た
な
ن
制
を
՝
す
。

෺
ྲྀ
શ
体
へ
の
د
与
度
が
高

い
大
手
事
業
者（
発
・
着
ՙ

ओ
、෺
ྲྀ
事
業
者
）を「
特
定

事
業
者
」
と
し
て
指
定
し
、

中
長
期
計
画
の
࡞
成
や
定
期

報
告
な
ど
を
義
務
付
け
る
。

こ
れ
ら
の
実
ࢪ
状
況
が
不
े

分
な
場
合
に
は
、国
が
ק
告・

命
令
を
行
う
。

０
０
社
ఔ
度
）

̋
特
定
՟
෺
自
動
車
運
ૹ

事
業
者
等
⽅
保
有
車
両
୆
数

１
５
０
୆
以
上（
上
位
７
９

０
社
ఔ
度
）

̋
特
定
૔
ݿ
業
者
⽅
՟
෺

の
保
管
ྔ
þ0
ສ
Ἁ
以
上（
上

位
þ0
社
ఔ
度
）

こ
の
う
ち
ՙ
ओ
・
࿈
࠯
化

事
業
者
に
は
、
事
業
運
Ӧ
上

の
ॏ
要
な
ܾ
定
に
ࢀ
画
す
る

管
理
的
地
位
に
あ
る
者（
໾

員
な
ど
の
ܦ
Ӧ
װ
部
）か
ら

「
෺
ྲྀ
౷
ׅ
管
理
者（
̘
̡
̤

＝
̘
̷
̸
̴
̵
̡
̾
̶
̸

͂
̓
̸
̲
͂
̾
̵
̵
̸
̲

̴
́
）」
の
選
೚
を
義
務
付

け
る
。

Ｃ
̡
̤
が
౷
ׅ
管
理
す
る
ۀ

務
̋
中
長
期
計
画
、
定
期
報

告
な
ど
の
࡞
成

̋
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ
バ
ー

の
ෛ
୲
ܰ
減
と
輸
ૹ
さ
れ
る

෺
ࢿ
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
過
度

な
ू
中
を
是
正
す
る
た
め
の

事
業
運
Ӧ
方
針
の
࡞
成
、
事

業
管
理
体
制
の
੔
備

ॻ
໘
ަ
෇
ɾ
࣮
ӡ
ૹ

ମ
੍
؅
ཧ
฽
࡞
੒
を

ར
༻
ӡ
ૹ
ʹ
ٛ
຿
Խ

改正
トラック法
改正

トラック法改正
トラック法
改正

トラック法

25
年
４
月
１
日
に
ࢪ
行
さ

れ
た
改
正
ト
ラ
ッ
ク
法
で

は
、
ՙ
ओ
・
ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ

事
業
者
૒
方
に
対
し
、
運
ૹ

ܖ
໿
క
結
時
に
運
ૹ
サ
ー
ビ

ス（
ෟ
ଳ
業
務
を
含
む
）の

಺
༰
や
対
Ձ
な
ど
が
記
ࡌ
さ

れ
た
、
書
面
の
交
付
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。

ࠓ
年
４
月
１
日
の
一
部
ࢪ

行
で
は
、
ՙ
ओ
か
ら
運
ૹ
委

ୗ
を
受
け
て

ト
ラ
ッ
ク
を

利
用
す
る
ݩ

੥
の「
՟
෺

利
用
運
ૹ
事

業
者
」に
も
、書
面
の
交
付
義

務（
図
̍
）お
よ
び
、
ՙ
ओ
・

ݩ
੥
事
業
者
に
よ
る
ଟ
ॏ
取

Ҿ
ߏ
଄
の
可
ࢹ
化
を
໨
的
と

し
た「
実
運
ૹ
体
制
管
理
฽

࡞
成
義
務
」
が
新
た
に
՝
さ

れ
る（
図
̎
）。さ
ら
に
、՟
෺

利
用
運
ૹ
事
業
者
に
は「
運

ૹ
利
用
管
理
ن
ఔ
の
࡞
成
義

務
」、「
運
ૹ
利
用
管
理
者
の

選
೚
義
務
」も
՝
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
マ

ッ
ν
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
事
業

者
な
ど
が
運

ૹ
ܖ
໿
の
取

り
次
ぎ
を
行
う
場
合
は
、
委

ୗ
次
数
に
含
め
な
い
。

そ
の
業
務
過

ఔ
の
中
に
แ

ઁ
さ
れ
、
ಠ

立
性
を
有
し

な
い
も
の
で

あ
る
場
合
な
ど（
自
ら
の
ൢ

ച
・
੡
଄
・
म
理
な
ど
の
た

め
に
行
う
෺
඼
の
運
ૹ
）は

ڐ
可
が
不
要
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
違
法
な
ന
ト
ラ

事
業
者
へ
の
関
与
が
ٙ
わ
れ

る
ՙ
ओ
等
は
、
ト
ϥ
ッ
ク
・

෺
ྲྀ
̜
メ
ン
に
Α
る
是
正
ࢦ

ಋ
の
対
象
と
な
る
。
国
交
省

は
、
違
法
な
ന
ト
ラ
事
業
者

に
運
ૹ
を
委
ୗ
し
て
い
る
ՙ

ओ
等
に
関
す
る
৘
報
ఏ
ڙ
を

求
め
て
い
る
。

ҧ
๏
ͳ
ന
ト
ϥ
ར
༻

荷
ओ
΁
ͷ
േ
ଇ
を
ڧ

Խ

改正
トラック法
改正

トラック法改正
トラック法
改正

トラック法

４
月
１
日
の
一
部
ࢪ
行
で

は
、
違
法
な
ന
ト
ラ
利
用
に

係
る
ՙ
ओ
等
へ
の
ن
制
が
ڧ

化
さ
れ
る
。
ՙ
ओ
等
が
、
ന

φ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
で
有

ঈ
՟
෺
運
ૹ
を
行
う
者（
違

法
な
ന
ト
ラ
事
業
者
）に
運

ૹ
を
委
ୗ
し
た
場
合
、৽
た

に
処
േ
対
象
と
な
り
、
ࠃ
౔

ަ
通
大
ਉ
か
Β
の
要
੥
΍
̍

̌
̌
ສ
ԁ
以
Լ
の
േ
金
が
Պ

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

な
お
、
自
家
用
自
動
車
に

よ
る
運
ૹ
に
つ
い
て
、
自
己

の
生
業
と
ີ
઀
不
可
分
で
、

̋
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ
バ
ー

の
運
ૹ
・
ՙ
໾
等
の
ޮ
率
化

の
た
め
の
設
備
౤
ࢿ
、
σ
δ

λ
ル
化
、
෺
ྲྀ
ඪ
準
化
に
޲

け
た
事
業
計
画
の
࡞
成
、
実

ࢪ
お
よ
び
ධ
Ձ

̋
社
಺
の
関
係
部
໳（
開

発
・
調
ୡ
・
生
産
・
ൢ
ച
・

在
ݿ
・
෺
ྲྀ
等
）
間
の
࿈
ܞ

体
制
の
ߏ
ங
や
社
಺
ݚ
म
の

実
ࢪ
な
ど

ਤ�

ਤ�

ਤ�

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
を
契
機
に
進
む
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
構
造
改
革
は
、今
年
４
月
１
日
か
ら
一
部
施
行

さ
れ
る
物
流
効
率
化
法（
改
正
物
効
法
）お
よ
び
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法（
改
正
ト
ラ
ッ
ク
法
）に
よ
り
、新
た
な

段
階
に
入
る
。

両
法
の
改
正
で
は
、物
流
の
持
続
的
成
長
と
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、荷
主
・
物
流
事
業
者
双
方

に
規
制
的
措
置
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、メ
デ
ィ
ア
で

は「
物
流
の
２
０
２
６
年
問
題
」と
も
称
さ
れ
、注
目
を
集

め
て
い
る
。
今
回
は
、制
度
の
概
要
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
求
め
ら
れ
る
対
応
を
紹
介
す
る
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
関
連（
政
策
資
料
）」ペ

ー
ジ
を
新
設
し
、関
連
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

物
流
の
２
０
２
６
年
問
題
へ
の
対
応

改
正
物
効
法

改
正
ト
ラ
ッ
ク
法

●荷主が貨物利用運送事業者に運送を委託し、
　トラックの利用運送をする場合
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૯
合
෺
ྲྀ
ࢪ
ࡦ
大
）ߝ
案
）

の
֓
要
を
Έ
る
と
、
ま
ず
、

զ
が
国
の
社
会
ܦ
ࡁ
શ
体
が

௚
面
す
る
現
状
・
՝
୊
と
し

て
、
本
格
化
す
る
人
口
減
গ

と
୲
い
手
不
଍
、
社
会
શ
体

の
σ
δ
λ
ル
化
・
イ
ϊ
ϕ
ー

γ
ἀ
ン
の
ਐ
展
、
気
ީ
変
動

໰
୊
や
Χ
ー
Ϙ
ン
χ
ỿ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
対
応
、
国
ࡍ
ڝ
૪

ྗ
の
低
Լ
と
不
確
実
性
が
高

ま
る
国
ࡍ
৘
੎
、
大
ن
໛
自

વ
ࡂ
֐
や
イ
ン
ϑ
ラ
の
老
朽

化
が
挙
͛
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
෺
ྲྀ

を
取
り
ר
く
現
状
と
՝
୊
は

Կ
な
の
か
。
こ
の
間
、「
෺

ྲྀ
ֵ
新
に
޲
け
た
੓
ࡦ
ύ
ッ

έ
ー
δ
」
な
ど
に
基
づ
く
׭

民
で
の
取
り
૊
Έ
に
よ
り
、

２
０
２
４
年
度
以
߱
も
෺
ྲྀ

に
は
、
生
産
性
޲
上
が
前
ఏ

だ
か
ら
だ
。
ま
た
、
ࠓ
後
ࢪ

行
さ
れ
る「
適
正
原
Ձ
」
へ

の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
生
産
性
޲
上
は
ආ
け
て

通
れ
な
い
。

同
じ
業
務
を
਱
行
す
る
た

め
に
必
要
な
原
Ձ
は
、
事
業

者
ご
と
に
異
な
る
。
適
正
原

Ձ
を
ऩ
受
し
て
も
、
自
社
の

原
Ձ
が
高
け
れ
ば
、
赤
字
と

な
る
可
ೳ
性
も
あ
る
。
原
Ձ

の
໨
҆
は
示
さ
れ
る
が
、
最

終
的
に
は
֤
事
業
者
の
ܦ
Ӧ

౒
ྗ
に
委
ね
ら
れ
る
の
だ
。

૯
合
෺
ྲྀ
ࢪ
ࡦ
大
ߝ
が
求

め
る
徹
底
的
な
෺
ྲྀ
ޮ
率
化

は
、一
ൠ
࿦
で
は
な
い
ݸ。
ʑ

の
事
業
者
が
ܦ
Ӧ
を
࣋
ଓ
さ

せ
る
た
め
に
、
ۃ
め
て
実
務

的
な
՝
୊
で
あ
る
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

ػ
ೳ
は
ҡ
࣋
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

の「
෺
ྲྀ
ֵ
新
の
ू
中
改
ֵ

期
間
」
で
は
、
୲
い
手
不
଍

の
深
ࠁ
化
が
見
込
ま
れ
、
必

要
な
෺
ྲྀ
ػ
ೳ
を
ҡ
࣋
す
る

た
め
の
ࢪ
ࡦ
の
۩
体
化
・
深

度
化
が
必
要
と
さ
れ
る
。

ࠓ
後
の
෺
ྲྀ
ࢪ
ࡦ
の
方
޲

性
と
し
て
は
、
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
従
དྷ
に
な
い
対
ࡦ

を
ߨ
じ
る
こ
と
で
、
ক
དྷ
に

わ
た
る
෺
ྲྀ
の
࣋
ଓ
可
ೳ
性

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
զ

が
国
の
成
長
エ
ン
δ
ン
か
つ

公
ڞ
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
෺
ྲྀ
の
ϙ
ς
ン
γ
Ỿ

ル
を
、
最
大
限
に
Ҿ
き
出
す

こ
と
が
示
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
認
ࣝ
の

Լ
、
次
期
૯
合
෺
ྲྀ
ࢪ
ࡦ
大

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
૊
Έ
を
ਪ
ਐ
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ᶃ

サ
ー
ビ
ス
の
ڙ
給
制
໿
に
対

応
す
る
た
め
の
徹
底
的
な
෺

ྲྀ
ޮ
率
化
、
ᶄ
商
׳
行
の
見

௚
し
や
ՙ
ओ
・
ফ
අ
者
の
行

動
変
༰
、産
業
ߏ
଄
の
転
換
、

ᶅ
෺
ྲྀ
人
ࡐ
の
地
位
・
ೳ
ྗ

޲
上
と
労
働
؀
ڥ
の
改
善
、

ᶆ
ଟ
༷
な
関
係
者
の
࿈
ܞ
・

協
ྗ
に
よ
る
෺
ྲྀ
ඪ
準
化
と

෺
ྲྀ
̙
̭
・
̜
̭
の
ਪ
ਐ
、

ᶇ
国
ࡍ
৘
੎
や
自
વ
ࡂ
֐
な

ど
に
対
応
し
た
サ
プ
ラ
イ
ν

ỻ
ー
ン
の
高
度
化
・
ڧ
ᯰ
化

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
商
׳
行

の
見
௚
し
に
着
໨
し
た
い
。

例
え
ば
、
加
工
৯
඼
分
໺
の

「
３
分
の
１
ル
ー
ル
」は
、෺

ྲྀ
現
場
に
過
度
な
࡞
業
ෛ
ՙ

を
生
じ
さ
せ
る
一
Ҽ
で
あ
る

΄
か
、
৯
඼
ϩ
ス
の
増
加
や

そ
の
コ
ス
ト
ิ
て
ん
が
、
加

工
৯
඼
の
খ
ച
Ձ
格
に
Ө
ڹ

を
ٴ
΅
し
て
い
る
側
面
も
あ

る
。商

׳
行
の
中
で
も
、
෺
ྲྀ

現
場
へ
の
Ө
ڹ
が
大
き
い
と

さ
れ
る
の
が「
店
着
Ձ
格
制
」

だ
。
ൢ
ച
Ձ
格
に
෺
ྲྀ
අ
が

含
ま
れ
る
取
Ҿ
形
ଶ
で
あ
る

た
め
、
着
ՙ
ओ
側
の
෺
ྲྀ
コ

ス
ト
意
ࣝ
が
ر
ബ
に
な
り
や

す
い
。
待
ػ
時
間
୹
ॖ
の
取

り
૊
Έ
で
も
、
発
ՙ
ओ
に
比

べ
、
着
ՙ
ओ
側
の
対
応
が
஗

れ
が
ち
と
さ
れ
る
എ
ܠ
に

は
、
こ
う
し
た
Ձ
格
体
ܥ
の

Ө
ڹ
が
あ
る
た
め
だ
。
こ
の

໰
୊
は
、
ω
ッ
ト
通
ൢ
な
ど

に
お
け
る「
ૹ
ྉ
ແ
ྉ
」
表

示
の
あ
り
方
と
も
関
࿈
す
る
。

一
方
、
事
業
者
に
と
っ
て

は
、
෺
ྲྀ
ޮ
率
化
に
よ
る
生

産
性
޲
上
は
不
可
欠
で
あ

る
。
限
ら
れ
た
෺
ྲྀ
サ
ー
ビ

ス
ڙ
給
ྗ
で
応
え
つ
つ
、
労

働
؀
ڥ
や
待
۰
改
善
を
ਤ
る

ߝ
が
໨
指
す
ࢪ
ࡦ
で
は
、
次

の
５
つ
の
観
点
に
੔
理
さ

れ
、国
や
෺
ྲྀ
事
業
者
、発
・

着
ՙ
ओ
、
一
ൠ
ফ
අ
者
な
ど

商慣行改革と産業構造の変革

効率化追求と労働待遇改善策

෺
ྲྀ
େ
ߝ
͕
ө
͢
ۀ
ք
՝
୊

શ
国
高
等
学
ߍ
長
協
会
と

ओ
要
ܦ
ࡁ
ஂ
体（
日
本
ܦ
ࡁ

ஂ
体
࿈
合
会
・
日
本
商
工
会

議
所
・
શ
国
中
খ
ا
業
ஂ
体

中
央
会
）、お
よ
び
文
部

Պ
学
・
ް

生
労
働
֤

省
は
こ
の

΄
ど
、
ୈ
35
回

高
等
学
ߍ
ब
৬

໰
୊
検
౼
会
議

を
開
催
し
、
令
和
９
年
３
月

の
新
ن
高
ߍ
卒
業
者
に
対
す

る
採
用
選
考
期
日
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ϋ
ϩ
ー

ワ
ー
ク
に
よ
る
求
人
申
込
書

の
受
付
開
࢝
は
６
月
１
日
か

ఇ
国
σ
ー
λ
バ
ン
ク
が
公

表
し
た「
人
手
不
଍
に
対
す

る
ا
業
の
動
޲
調
査
」（
ࠓ
年

１
月
）お
よ
び「
２
０
２
６

年
度
の
賃
金
動
޲
に
関
す
る

ا
業
の
意
ࣝ
調
査
」
に
よ
る

と
、
運
ૹ
業
ք
で
人
手
不
଍

の
深
ࠁ
化
と
賃
上
͛
ѹ
ྗ
の

高
ま
り
が
一
ஈ
と
઱
明
に
な

っ
た
。

１
月
時
点
で
、
正

社
員
の
人
手
不
଍
を

感
じ
て
い
る
ا
業
は

શ
体
の
52
・３
ˋ
と
、

４
年
࿈
ଓ
で
൒
数
を

超
え
た
。
業
種
別
で

は「
運
輸
・
૔
ݿ
」

が
65
・
８
ˋ
で
、
建

設
や
৘
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

ଓ
い
て
５
൪
໨
に
高
い
ਫ
準

と
な
っ
て
い
る
。

一
ൠ
՟
෺
自
動
車
運
ૹ
業

か
ら
は「
人
手
不
଍
に
よ
り

ച
り
上
͛
を
৳
ば
せ
て
い
な

い
が
、
人
手
が
あ
れ
ば
増
ऩ

を
໨
指
せ
る
؀
ڥ
に
あ
る
」

と
の
声
も
挙
が
り
、
υ
ラ
イ

バ
ー
不
଍
が
受
஫
֦
大
の
制

໿
に
な
っ
て
い
る
実
ଶ
が
示

さ
れ
た
。

ま
た
、
人
手
不
଍
を
ओ
Ҽ

と
す
る
౗
産
は
、
ࡢ
年
４
２

バ
ー
の
高
ྸ
化
や
୲
い
手

不
଍
が
ଓ
く
中
、
人
手
不
଍

が
ച
上
ػ
会
の
ଛ
ࣦ
に
つ
な

が
る
現
状
を
౿
ま
え
、
付
加

Ձ
஋
の
֦
大
と
適
切
な
Ձ
格

転
Շ
を
通
じ
た
利
ӹ
の
確
保

が
、
従
དྷ
以
上
に
ॏ
要
に
な

る
。

７
݅
と
３
年
࿈
ଓ
で

過
去
最
ଟ
を
更
新
。

労
働
ू
໿
ܕ
産
業
で

増
加
が
໨
立
つ
。

一
方
、
賃
金
面
で
は「
運

輸
・
૔
ݿ
」
で
26
年
度
に
賃

金
改
善
を
見
込
む
ا
業
は

6Ā
・
１
ˋ
と
な
り
、
前
年
度

の
65
・
０
ˋ
か
ら
４
・
１
⻲

上
ঢ
。
賃
上
͛
理
由
で
は
、

一
ൠ
՟
෺
自
動
車
運
ૹ
業
者

か
ら「
༏
ल
な
人
財
の
҆
定

ޏ
用
ܧ
ଓ
と
新
ن
採
用
に
よ

り
、
自
社
の
基
൫
ڧ
化
を
ਤ

り
た
い
」と
の
意
見
が
あ
り
、

人
手
不
଍
感
が
ڧ
い
運
ૹ
業

ք
で
は
υ
ラ
イ
バ
ー
確
保
ࡦ

と
し
て
、
処

۰
改
善
の
動

き
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
26
年
度
の
૯
人

݅
අ
は
、
શ
体
で
前
年
度
比

平
ۉ
４
・
51
ˋ
、
中
খ
ا
業

の
従
業
員
給
与
は
同
平
ۉ

４
・
53
ˋ
、
賞
与
は
同
平
ۉ

４
・
34
ˋ
そ
れ
ͧ
れ
増
加
す

る
と
ࢼ
算
さ
れ
た
。

運
ૹ
業
ք
で
は
、
υ
ラ
イ

国
土
交
通
省

が
公
表
し
た
令

和
７
年
３
月
末

時
点
の
՟
෺
自

動
車
運
ૹ
事

（
９
・
５
ˋ
）、
31
～
50
୆
が

４
７
３
７
者（
７
・
６
ˋ
）、

51
～
１
０
０
୆
が
３
０
３
４

者（
４
・
９
ˋ
）、１
０
１
～

２
０
０
୆
が
９
２
８
者（
１・

５
ˋ
）、
２
０
１
～
５
０
０

୆
が
３
０
０
者（
０・５
ˋ
）、

５
０
１
୆
以
上
が
86
者（
０・

１
ˋ
）と
な
っ
て
い
る
。

՟
෺
自
動
車
運
ૹ
事
業
者

શ
体
の
保
有
車
両
୆
数
は
、

１
４
６
ສ
８
６
７
５
୆
。
こ

の
う
ち
東
ژ
は
10
ສ
３
６
４

４
୆
で
શ
体
の
７
・
１
ˋ
を

઎
め
、
関
東
は
45
ສ
４
６
７

３
୆
で
同
31
・
０
ˋ
を
઎
め

る
。東

ژ
の
事
業
者
数
は
、
特

ੵ
31
者
、一
ൠ
４
８
１
７
者
、

特
定
16
者
、
ྶ
ᐰ
３
４
３
者

の
計
５
２
０
７
者
。
前
年
度

比
56
者（
１
・
１
ˋ
）減
で
、

２
年
度
以
߱
、５
年
࿈
ଓ
の

減
গ
と
な
っ
た
。

ఇ
国
σ
ー
λ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
７
年
の

道
࿏
՟
෺
運
ૹ

業
の
౗
産
݅
数
は
３
０
４
݅

で
、前
年
比
56
（݅
15・６
ˋ
）

減
গ
し
た
。
一
方
、
人
手
不

଍
を
要
Ҽ
と
す
る
౗
産
は
52

݅
と
過
去
最
ଟ
を
更
新
し
て

お
り
、
౗
産
݅
数
は
５
年
６

月
以
߱
、
高
ਫ
準
で
ਪ
移
し

て
い
る
。

ら
、
ا
業
に
よ
る
学
ߍ
へ
の

求
人
申
し
込
Έ
お
よ
び
学
ߍ

๚
໰
開
࢝
は
７
月
１
日
か
ら

と
す
る
。
そ
の
後
、
学
ߍ
か

ら
ا
業
へ
の
応
ื

書
類
ఏ
出
開
࢝
は

９
月
５
日（
ԭ
ೄ

ݝ
は
８
月
30
日
）

か
ら
と
し
、
ا
業
に
よ
る
選

考
開
࢝
お
よ
び
採
用
಺
定
開

࢝
は
９
月
16
日
か
ら
と
す
る
。

（
０
・
７

ˋ
）減
と
、

３
年
࿈
ଓ
で
減
গ
し
た
。
಺

༁
は
、
特
ੵ
３
２
３
者
、
一

ൠ
５
ສ
６
９
５
４
者
、
特
定

３
０
７
者
、
ྶ
ᐰ
４
７
９
９

者
。
一
ൠ
は
前
年
度
比
で
減

গ
し
た
が
、
特
ੵ
・
特
定
・

ྶ
ᐰ
は
増
加
し
た（
ද
参
照
）。

一
ൠ
で
は
、
ڐ
可
な
ど
に

よ
る
増
加
が
７
６
９
者
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
ഇ
ࢭ
や
合

ซ
な
ど
に
よ
る
減
গ
が
１
２

７
０
者
と
な
り
、５
０
７
者

の
減
গ
と
な
っ
た
。

保
有
車
両
୆
数
ن
໛
別
で

は
、
10
୆
以
Լ
が
３
ສ
４
１

６
４
者（
54
・
８
ˋ
）で
最

ଟ
。
以
Լ
、
11
～
20
୆
が
１

ສ
３
１
８
１
者（
21・１
ˋ
）、

21
～
30
୆
が
５
９
５
３
者

業
者
数
は
６
ສ
２
３
８
３

者
で
、
前
年
度
比
４
６
７
者

東京・全国のトラック運送事業者数の推移
۠෼

೥౓

τɹϥɹοɹΫɹӡɹૹɹࣄɹۀ
Ұɹൠ ಛɹੵ ಛɹఆ ྶɹᐰ ܭ

౦ژ શࠃ ౦ژ શࠃ ౦ژ શࠃ ౦ژ શࠃ ౦ژ શࠃ
ฏ੒�� 5,359 56,722 29 286 28 463 260 4,705 5,676 62,176
�� 5,072 56,881 30 291 16 431 269 4,673 5,387 62,276
�� 5,063 57,054 31 292 16 401 307 4,714 5,417 62,461
�� 4,981 56,687 31 303 16 378 321 4,700 5,349 62,068

��ɾྩ ࿨ݩ 5,017 57,170 31 309 15 351 329 4,721 5,361 62,551
̎ 4,973 57,481 33 309 15 333 330 4,721 5,351 62,844
̏ 4,967 57,856 32 314 15 320 334 4,762 5,348 63,252
̐ 4,910 57,749 31 313 16 309 340 4,769 5,297 63,140
̑ 4,876 57,461 31 319 16 305 340 4,765 5,263 62,850
̒ 4,817 56,954 31 323 16 307 343 4,799 5,207 62,383

資料：国土交通省物流・自動車局貨物流通事業課
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øý
೔

関
東
・
ߕ
信
ӽ
ॏ
ྔ

部
会
ਝ
଎
化（
ト
ラ
ッ
ク
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

øþ
೔

鉄
߯
ઐ
໳
部
会
ト
Ϩ

ー
ラ
の
҆
શ
対
ࡦ
ϑ
Ỽ
ー

ラ
Ϝ

øÿ
೔

広
Ҭ
輸
ૹ
基
地
の
運

Ӧ
܇
࿅
˜
෺
ྲྀ
ܦ
Ӧ
࢜
՝

ఔ
˜
適
正
化
事
業
指
ಋ
委

øý
೔
 

10
時
30
分
＝
૯
務

委
員
会（
東
ト
૯
合
会
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

øÿ
೔
 

13
時
30
分
＝
෺
ྲྀ

ܦ
Ӧ
࢜
՝
ఔ（
東
ト
૯
合

会
館
）

øĀ
೔
 

14
時
＝
労
務
ް
生

委
員
会（
東
ト
૯
合
会
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

ùú
೔
 

13
時
30
分
＝
東
ژ

ừ
̎
݄
ø6
Ỗ
ùÿ
日
Ử

ừ
̏
݄
ø6
Ỗ
3ø
日
Ử

員
会

øĀ
೔

外
国
人
特
定
ٕ
ೳ
制

度
に
関
す
る
આ
明
会

ù÷
೔

ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ
事
業

者
の
た
め
の
人
ࡐ
確
保
・

労
働
؀
ڥ
改
善
セ
ミ
φ
ー

ùø
೔

エ
コ
υ
ラ
イ
ϒ
ߨ
श

会
ùû
೔

ۙ
୅
化
基
金
運
Ӧ
委

員
会
˜
グ
Ϧ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
表
জ
ࣜ

ùü
೔

෺
ྲྀ
ܦ
Ӧ
࢜
՝
ఔ

ùÿ
೔

大
ܕ
車
の
車
輪
୤
མ

事
ނ
๷
ࢭ
ݚ
म
会

ừ
඼
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
日
঵
෺
ྲྀ

＝
඼
川
۠
উ
ౡ
１
の
５
の
21

̢
̜
̡
উ
ౡ
20
߸
૔
ݿ
２
階

˜
ὸ
03
・
６
４
２
３
・
６
５

８
７
˜
一
ൠ
՟
෺
運
ૹ（
খ

ܕ
車
９
୆
）、利
用
運
ૹ

ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
̩
̘
Ｓ
＝

ߐ
ށ
川
۠
大
ਿ
５
の
3þ
の
10

大
東
ビ
ル
３
階
˜
ὸ
03
・
５

８
７
９
・
３
４
４
６
˜
一

ൠ
՟
෺
運
ૹ（
ී
通
車
３
୆
、

খ
ܕ
車
２
୆
）

都
՟
෺
自
動
車
運
ૹ
適
正

化
事
業
実
ࢪ
ػ
関
ධ
議
委

員
会（
東
ト
૯
合
会
館
ʗ

̬
̴
̱
ซ
用
）

ùü
೔
 

15
時
＝
理
事
会

（
東
ト
૯
合
会
館
ʗ
̬
̴

̱
ซ
用
）
˝
1þ
時
30
分
＝

੨
年
部
װ
事
会（
東
ト
૯

合
会
館
）

ùý
೔
 

16
時
30
分
＝
ϩ
δ

ݚ
本
部
࿈
བྷ
会
意
見
交
換

会（
日
本
プ
Ϩ
ス
セ
ン
λ

ー
ビ
ル
）
˝
18
時
＝
同
ঀ

܄
๙
章
を
ॕ
う
会（
同
）

東
ト
協
は
２
月
20
日
、
東

ト
૯
合
会
館
に
お
い
て
、
શ

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
ڞ

催
に
よ
り
、令
和
７
年
度「
ト

ラ
ッ
ク
運
ૹ
事
業
者
の
た
め

の
人
ࡐ
確
保
・
労
働
؀
ڥ
改

善
セ
ミ
φ
ー
」（
̬
̴
̱
ซ

東
ژ
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
෺

ྲྀ
੓
ࡦ
委
員
会（
三
ଜ
Ғ
一

࿠
委
員
長
）は
３
月
４
日
、

東
ト
૯
合
会
館
で
令
和
７
年

度
ୈ
２
回
委
員
会（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開
催
し
た
。
７
年

度
の
活
動
報
告
の
΄
か
、
֤

種
ॿ
成
制
度
の
申
੥
結
果
お

よ
び
８
年
度
の
実
ࢪ
計
画
、

国
土
交
通
省
の「
適
正
原
Ձ

に
関
す
る
実
ଶ
調
査
」
へ
の

対
応
に
つ
い
て
৹
議
し
、
い

ず
れ
も
ঝ
認
し
た
。

๯
頭
、
三
ଜ
委
員
長
は
、

「
改
正
෺
ྲྀ
ޮ
率
化
法
が
ࢪ

行
し
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ

法
が
成
立
・
公
෍
し
た
が
、

ट
都
高
଎
道
࿏
の
ྉ
金
஋
上

͛
໰
୊
な
ど
、
業
ք
を
取
り

ר
く
؀
ڥ
は
ґ
વ
と
し
て
厳

し
い
。
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ
バ

ー
の
適
切
な
賃
金
ਫ
準
確
保

と
ܦ
ࡁ
的
・
社
会
的
地
位
޲

上
な
ど
を
໨
的
と
し
て
、
４

月
１
日
か
ら
、
改
正
ト
ラ
ッ

ク
法
が
ࢪ
行
さ
れ
、
新
た
な

義
務
が
՝
さ
れ

る
」
と
આ
明
。
適

正
原
Ձ
の
۩
体
化

に
޲
け
た
同
省
実

ࢪ
の
実
ଶ
調
査
に

つ
い
て
、「
制
度

設
計
の
基
礎
ࢿ
ྉ

と
な
る
ॏ
要
な
調

査
で
あ
り
、
会
員

事
業
者
に
は
ੵ
ۃ

的
な
回
౴
を
お
願

い
し
た
い
」
と
ૌ

え
た
。

議
事
で
は
、
７

東
ト
協
は

２
月
1Ā
日
、

東
ト
૯
合
会

館
で「
外
国

人
特
定
ٕ
ೳ

制
度
に
関
す

る
આ
明
会
」

（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
催

し
た
。
深
ࠁ

化
す
る
υ
ラ

イ
バ
ー
不
଍
の
解
ফ
に
޲

け
、
ト
ラ
ッ
ク
業
ք
に
お
け

る
外
国
人
特
定
ٕ
ೳ
制
度
の

活
用
に
必
要
な
৘
報
や
手
ଓ

き
な
ど
を
紹
介
し
た
。

આ
明
会
で
は
、
શ
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
ࡔ
本
ӳ
໵
ܦ

Ӧ
改
善
事
業
部
長
が
ొ
ஃ
。

特
定
ٕ
ೳ
制
度
の
֓
要
を
は

じ
め
、
外
国
人
υ
ラ
イ
バ
ー

の
受
け
入
れ
に
係
る
手
ଓ
き

や
実
務
上
の
留
意
点
に
つ
い

て
解
આ
し
た
。

ࡔ
本
ࢯ
は
、
特
定
ٕ
ೳ
制

度
に
つ
い

て
、
深
ࠁ

果
的
な
求
人
方
法

や
成
ޭ
採
用
事
例

の
΄
か
、
定
着
率

޲
上
に
޲
け
た
賃

金
体
ܥ
・
休
日
制
度
の
再
設

計
な
ど
を
解
આ
し
た
。

খ
ࢁ
ࢯ
は
、
υ
ラ
イ
バ
ー

の
入
৬
ܦ
࿏
に
つ
い
て「
શ

ੈ
୅
で
ڞ
通
し
て
̬
̴
̱
広

告
ܦ
由
が
ଟ
い
」
と
指
ఠ
。

特
に
20
୅
で
は
、
ϋ
ϩ
ー
ワ

ー
ク
ܦ
由
の
入
৬
が
΄
΅
見

ら
れ
ず
、
ए
手
採
用
に
は
自

社
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
の
੔
備
や

̮
̾
̈́
̩
̈́
̱
̴
、
̩
̸
̺

̩
̾
̺
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

が
ओ
ྲྀ
に
な
っ
て
い
る
と
し

た
。
そ
の
上
で
、「
最
ॳ
か

ら
自
社
で
コ
ン
ς
ン
π
制

࡞
・
運
用
ま
で
を
完
結
で
き

る
ا
業
は
ଟ
く
な
い
」
と
現

実
的
な
՝
୊
に
も
言
ٴ
。
運

ૹ
業
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運

用
୅
行
業
者
に
ґ
པ
し
、
業

ք
特
性
を
理
解
し
た
発
信
を

行
う
こ
と
が
有
ޮ
な
選
୒
ࢶ

に
な
る
と
の
見
方
を
示
し

た
。
一
方
で
、
ϋ
ϩ
ー
ワ
ー

ク
ܦ
由
の
採
用
成
ޭ
率
は
໿

11
ˋ
と
低
ਫ
準
な
が
ら
、「
ܝ

ࡌ
は
ແ
ྉ
で
あ
り
、
ࣦ
業
者

が
必
ず
๚
れ
る
場
所
で
も
あ

る
た
め
、
活
用
す
る
意
義
は

あ
る
」と
આ
明
し
た
。

最
後
に
、খ
ࢁ
ࢯ
は「
採
用

೉
が
深
ࠁ
化
す
る
中
、
賃
金

と
休
日
は
୯
な
る
労
務
管
理

の
໰
୊
で
は
な
く
、
ܦ
Ӧ
ઓ

ུ
そ
の
も
の
」
と
ڧ
調
。
年

ऩ
ਫ
準
の
Ҿ
き
上
͛
、
歩
合

ґ
存
の
ॖ
খ
、
公
平
性
の
高

い
ධ
Ձ
基
準
へ
の
転
換
、
年

間
休
日
の
֦
ॆ
と
休
暇
の
確

実
性
の
確
保
、
こ
れ
ら
を
૯

合
的
に
再
設
計
で
き
る
か
ど

う
か
が
、
ࠓ
後
の
ا
業
間
ڝ

૪
を
ࠨ
ӈ
す
る
と
ま
と
め
た
。

年
度
の
活
動
と
し
て
、運
賃・

ྉ
金
適
正
化
検
౼
খ
委
員
会

が
ඪ
準
的
運
賃
の
活
用
状
況

ア
ン
έ
ー
ト
調
査
を
実
ࢪ
し

た
΄
か
、
関
࿈
セ
ミ
φ
ー
を

開
催
し
た
こ
と
を
報
告
。
駐

車
ن
制
見
௚
し
の
ਪ
ਐ
で

は
、「
駐
車
ن
制
の
見
௚
し

に
関
す
る
状
況
等
の
調
査
」

（
ア
ン
έ
ー
ト
）を
行
い
、３

化
す
る
人
手
不
଍
に
対
応
す

る
た
め
、
特
定
の
16
分
໺
で

一
定
の
ઐ
໳
性
・
ٕ
ೳ
を
有

し
、
ଈ
ઓ
ྗ
と
な
る
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
在
留
ࢿ
格

「
特
定
ٕ
ೳ
１
߸
」「
同
２
߸
」

が
૑
設
さ
れ
た
と
આ
明
。
自

動
車
運
ૹ
業
分
໺
で
は
、
令

和
７
年
11
月
時
点
で
１
０
７

人（
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

Ā0
人
）が
ब
労
し
て
い
る
と

し
、９
年
４
月
か
ら
は
特
定

月
３
日
に
ܯ
ࢹ
ி
交
通
部
へ

要
望
書
を
ఏ
出
し
た
こ
と
も

明
ら
か
に
し
た（
̍
໘
ʹ
ؔ

࿈
）。労働

ྗ
確
保
対
ࡦ
で
は
、

東
ト
協
֤
支
部
と
東
ژ
労
働

局
、
ϋ
ϩ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

三
者
࿈
ܞ
の
υ
ラ
イ
バ
ー
ื

ू
આ
明
会
を
支
ԉ
。渋
谷・ੈ

ా
谷・໨
ࠇ
の
３
支
部
合
同
、

๽
・ᷤా
০・ߥ
川・୆
東・৓

東・
深
川
の
６
支
部
合
同
で

開
催
し
た
。あ
わ
せ
て
、෺
ྲྀ

改
正
法
や
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

ೋ
法
、
外
国
人
特
定
ٕ
ೳ
制

度
に
関
す
る
આ
明
会
を
実
ࢪ

し
、
ट
都
高
଎
道
࿏
の
ྉ
金

改
定
に
関
す
る
ύ
ϒ
Ϧ
ッ
ク

コ
ϝ
ン
ト
の
֓
要
も
ڞ
有
。

都
৺
部
で
の
駐
車
ス
ϖ
ー
ス

確
保
に
޲
け
、
東
ژ
都
が
՟

ٕ
ೳ
１
߸
の
対
象
分
໺
に
、

෺
ྲྀ
૔
ݿ
が
追
加
さ
れ
る
見

込
Έ
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
受
け
入
れ
に
当

た
り
、
外
໔
切
ସ
手
ଓ
き
の

見
௚
し
に
よ
る
Ө
ڹ
や
ಋ
入

コ
ス
ト
の
໨
҆
に
つ
い
て
આ

明
す
る
と
と
も
に
、
現
在
外

国
人
υ
ラ
イ
バ
ー
が
ब
労
し

て
い
る
事
業
者
の
事
例
も
紹

介
。
ࡔ
本
ࢯ
は「
υ
ラ
イ
バ

ー
の
ϕ
ー
ス
が
日
本
人
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、

人
手
不
଍
対
ࡦ
の
選
୒
ࢶ
の

一
つ
と
し
て
、
外
国
人
υ
ラ

イ
バ
ー
の
活
用
を
検
౼
す
べ

き
だ
」と
ड़
べ
た
。

東
ト
協
ਿ
並
支

部（
西
誠
支
部
長
）

は
２
月
20
日
、
ਿ

並
۠
Ҫ
૲
の
Ҫ
૲

๷
ࡂ
ڌ
点
で
、
ਿ

並
۠
と
๷
ࡂ
協
定

を
క
結
す
る
΄
か

３
ஂ
体（
ਿ
並
輸

ૹ
事
業
協
同
૊

合
、
ࠤ
川
ٸ
ศ
、

ヤ
マ
ト
運
輸
）と

と
も
に
、
෺
ྲྀ
関

࿈
４
ஂ
体
に
よ
る
合
同
๷
ࡂ

܇
࿅
を
実
ࢪ
し
た
。
۠
ओ
ಋ

に
よ
る
本
格
的
な
܇
࿅
は
ࠓ

回
が
ॳ
め
て
。
支
部
か
ら
は

２
Ἁ
車
１
୆
、４
Ἁ
車
１
୆
、

人
員
６
人
を
動
員
し
た
。

܇
࿅
で
は
ま
ず
、
֤
ஂ
体

が
࣋
ち
込
ん
だ
２
Ἁ
車
で
ߏ

಺
動
線
の
૸
行
確
認
を
行

い
、
ଓ
い
て
４
Ἁ
車
で
も
同

༷
に
検
ূ
し
た
。
۠
は
２
Ἁ

車
を
一
方
通
行
、
４
Ἁ
車
を

૬
ޓ
通
行
と
૝
定
し
て
い
た

が
、
現
場
か
ら
ൖ
入
࿏
の
ࠞ

雑
を
ݒ
೦
す
る
声
が
挙
が

り
、
実
車
を
用
い
て
別
໳
か

ら
の
ਐ
入
可
൱
を
検
ূ
し
た
。

ま
た
、
ՙ
Լ
ろ
し
場
で
は

４
Ἁ
΢
イ
ン
グ
車
が
上
部
μ

ク
ト
に
઀
৮
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
４
Ἁ
車

の
待
ػ
位
置
見
௚
し
が
՝
୊

と
な
っ
た
。
動
線
の
確
認
後

は
、
令
和
７
年
度
に
੔
備
さ

れ
た
ൖ
入
・
ൖ
出
ス
ϖ
ー
ス

や
備
஝
૔
ݿ
な
ど
を
見
学
。

ࢪ
設
ߏ
଄
上
の
ஈ
差
に
よ
り

ϑ
Ỽ
ー
ク
Ϧ
ϑ
ト
が
ਐ
入

で
き
ず
、
手
ੵ
Έ
に
よ
る

ՙ
໾
対
応
と
な
る
点
も
改

め
て
確
認
し
た
。

܇
࿅
後
の
意
見
交
換
で

は
、
車
両
待
ػ
ス
ϖ
ー
ス

不
଍
が
大
き
な
՝
୊
と
し

て
挙
͛
ら
れ
た
。
ࡂ
֐
時

の
車
両
ू
中
を
૝
定
し
、

隣
઀
す
る
サ
ッ
Χ
ー
場
を

一
時
待
ػ
場
所
と
し
て
活

用
す
る
案
が
ఏ
案
さ
れ
、

ਿ
並
協
૊
の
ӓ
ా
和
ߒ
理
事

長
が
܇
࿅
を
ࢹ
࡯
。
隣
઀
す

る
࿅
അ
۠
৬
員
も
ࢹ
࡯
に
๚

れ
た
。

෺
車
駐
車
ス
ϖ
ー
ス
事
業
を

実
ࢪ
し
て
い
る
が
、
ࠓ
後
、

東
ژ
都
に
事
業
を
ܧ
ଓ
・
֦

大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ず
は
事
前
ొ
録
を
す
る
こ

と
が
ॏ
要
で
、
声
か
け
を
ڧ

化
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

ೋ
法
へ
の
対
応
で
は
、
委
員

の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
શ

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
同
法

対
ࡦ
委
員
会
委
員
の
ਫ
໺
ޭ

会
長
に
、
ϝ
モ
形
ࣜ
で
意
見

ఏ
出
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

７
年
度
ॿ
成
制
度
の
申
੥

状
況
で
は
、
உ
性
υ
ラ
イ
バ

ー
の
運
転
໔
ڐ
新
ن
取
得
ॿ

成
の
ࣥ
行
率
が
２
０
０
ˋ

を
超
過
し
た
た
め
、
શ
体
༧

算
の
中
で
調
੔
を
行
う
と
આ

明
。
８
年
度
は
同
ॿ
成
࿮
を

増
額
す
る
。

さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
໰

୊
に
関
す
る
支
部
ߨ
श
会
に

つ
い
て
は
、８
年
度
か
ら「
࣋

ଓ
可
ೳ
な
ܦ
Ӧ
と
労
務
管
理

等
に
関
す
る
支
部
ߨ
श
会
」

に
改
শ
し
、
༧
算
の
増
額
を

要
求
す
る
。
加
え
て
、
新
ن

事
業
と
し
て「
適
正
化
ೋ
法

૬
ஊ
૭
口
」
を
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー

δ
上
に
開
設
し
、
会
員
か
ら

の
法
令
対
応
に
関
す
る
૬
ஊ

に
、
ਝ
଎
か
つ
的
確
に
対
応

す
る
体
制
を
੔
備
す
る
。

「
適
正
原
Ձ
に
関
す
る
実

ଶ
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
回

౴
期
限
が
２
月
2þ
日
と
さ
れ

て
い
た
が
、
検
౼
に
は
ଟ
く

の
σ
ー
λ
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、
現
在
も
回
౴
を
受
け

付
け
て
い
る
状
況
を
આ
明
。

委
員
を
通
じ
、
会
員
事
業
者

に
改
め
て
協
ྗ
を
求
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

۠
側
は
ࠓ
後
検
౼
す
る
考
え

を
示
し
た
。
ま
た
、
ߏ
಺
案

಺
表
示
が
分
か
り
づ
ら
い
と

の
声
も
挙
が
り
、「
ࢭ
ま
れ
」

位
置
や
ਐ
入
ܦ
࿏
の
࿏
面
表

示
を
よ
り
明
確
に
す
る
必
要

性
が
指
ఠ
さ
れ
た
。

ࠓ
回
の
܇
࿅
で
は
、
車
両

動
線
、
ՙ
໾
方
法
、
待
ػ
ス

ϖ
ー
ス
ࢪ、
設
಺
表
示
な
ど
、

ࡂ
֐
時
の
෺
ࢿ
輸
ૹ
に
௚
結

す
る
՝
୊
が
۩
体
化
し
た
。

ࢀ
加
者
か
ら
は「
実
車
検
ূ

に
よ
り
、
ص
上
で
は
把
握
で

き
な
い
՝
୊
が
明
ら
か
に
な

っ
た
」
と
の
声
も
ฉ
か
れ
、

۠
と
෺
ྲྀ
事
業
者
が
࿈
ܞ
し

て
改
善
を
ਐ
め
る
こ
と
で
、

ࡂ
֐
対
応
ྗ
の
一
૚
の
ڧ
化

が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、西
支
部
長
の
΄
か
、

Ԭ
部
ত
人
・
উ
ມ
ྑ
ඒ
両
෭

支
部
長
、
武
ా
ޫ
޺
理
事
、

用
）を
開
催
し

た
ߨ。

ࢣ
に
は
、

コ
ヤ
マ
ܦ
Ӧ
୅

表
取
క
໾
の
খ

ࢁ
խ
ܟ
ࢯ
が
ొ

ஃ
。
υ
ラ
イ
バ

ー
人
ࡐ
の
採
用

に
つ
い
て
、
ޮ

ద
ਖ਼
Խ
ೋ
๏
ର
Ԡ
へ

૬
ஊ
૭
ޱ
を
ઃ
ஔ

ਓ
ࡐ
֬
อ
ɾ
࿑
ಇ
؀
ڥ

վ
ળ
η
ϛ
φ
ー
౦
τ
ڠ

શ
τ
ڠ

定着率向上のカギ

ద
ਖ਼
ݪ
Ձ
ௐ
ࠪ
の
ճ
౴
࠶
౓
ݺ
ͼ
͔
͚

区
・
物
流
４
団
体
と

初
の
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同
防
災
訓
練

ద੾ͳ๷ڌࡂ఺ӡ༻΁

౦
τ
ڠ

杉
並
支
部
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東
ژ
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ۙ

୅
化
基
金
運
Ӧ
委
員
会（
ླ

木
ོ
ࢤ
委
員
長
）は
２
月
24

日
、
東
ト
૯
合
会
館
で
令
和

７
年
度
ୈ
１
回
委
員
会
を
開

催
し
、
ۙ
୅
化
基
金
༥
ࢿ
事

業
お
よ
び
信
用
保
ূ
ྉ
ॿ
成

事
業
、
な
ら
び
に
ۙ
୅
化
基

金
運
Ӧ
要
ߝ
、
同
委
員
会
設

置
要
ߝ
の
改
正
に
つ
い
て
৹

議
・
ঝ
認
し
た
。

ླ
木
委
員
長
は
๯
頭
、「
会

員
事
業
者
の
ܦ
Ӧ
҆
定
に
ࢿ

す
る
よ
う
、
ۙ
୅
化
基
金
༥

ࢿ
や
信
用
保
ূ
ྉ
ॿ
成
を
的

確
に
実
ࢪ
し
て
い
き
た
い
」

と
ड़
べ
、
要
ߝ
改
正
な
ど
ॏ

要
な
案
݅
に
つ
い
て
৹
議
を

求
め
た
。

議
事
で
は
ま
ず
、３
～
７

年
度
の
５
年
間
に
お
け
る
ۙ

୅
化
基
金
༥
ࢿ
事
業
の
申
込

状
況
を
報
告
。
７
年
度（
ୈ

45
回
）の
ϙ
ス
ト
新
長
期
等

༥
ࢿ
と
一
ൠ
༥
ࢿ
の
合
計
ਪ

ન
݅
数
は
85
݅
で
、
前
年
同

期
比
１
݅
減
。
金
額
は
12
ԯ

５
１
４
ສ
ԁ
で
、
同
14
・
１

ˋ
減
と
な
っ
た
。

ଓ
い
て
、
ୈ
46
回

地
方
ۙ
୅
化
基
金

༥
ࢿ
公
ื
案
಺
お

よ
び
公
ื
要
ߝ
を

ঝ
認
。
ۙ
୅
化
基

金
༥
ࢿ
の
限
度
額

は
、
ϙ
ス
ト
新
長

期
等
༥
ࢿ
・
一
ൠ

༥
ࢿ
と
も
１
社
当

た
り
６
０
０
０
ສ

ԁ
と
し
、
ି
付
利

率
の
う
ち
０
・
９

ˋ
の
利
子
ิ
給
を

行
う
。
公
ื
期
間

は
、
５
月
１
日
か

ら
９
年
１
月
31
日

ま
で
と
し
た
。

ま
た
、
７
年
度

を
願
っ
て
い
る
」と
ड़
べ
た
。

表
জ
後
、
̜
̚
̥
事
務
局

が
ト
ッ
プ
ラ
ン
φ
ー
賞
受
賞

֤
社
の
取
り
૊
Έ
を
紹
介
。

ま
た
、
都
؀
ڥ
局
؀
ڥ
改
善

部
の
東
ᑍ
ࠨ
ֆ
子
自
動
車
؀

ڥ
՝
長
が
、
都
の
؀
ڥ
改
善

事
業
に
つ
い
て
આ
明
し
た
。

ừ
τ
ỽ
ϓ
ϥ
ϯ
φ
ー
৆
Ử（
50

Ի
ॱ
・
Χ
ッ
コ
಺
は
所
ଐ
支

部
）金

原
運
ૹ
店（
ߥ
川
）
˜

中
඙
運
ૹ（
৓
東
）
˜
ͻ
か

り
෺
（ྲྀ
ᷤ
০
）
˜
ݹ
川
商

事
運
輸（
ଟ
ຎ
）

ừ
؀
ڥ
ҕ
һ
௕
৆
Ử

Ϊ
ン
ς
ッ
ク（
中
央
）
˜

三
ޫ
運
ૹ（
ଟ
ຎ
）
˜
新
ڵ

運
輸（
ଟ
ຎ
）
˜
す
ず
か
ࠝ

แ
運
輸（
ᷤ
০
）
˜
ଟ
ຎ
ዳ

運
輸（
ଟ
ຎ
）

東
ト
協
は
２
月

24
日
、
東
ト
૯
合

会
館
で
令
和
７
年

度「
グ
Ϧ
ー
ン
・

エ
コ
プ
ϩ
δ
ỻ
ク

ト（
̜
̚
̥
）
表

জ
ࣜ
」（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
催
し
た
。

表
জ
ࣜ
で
は
、

̜
̚
̥
活
動
に
お

い
て
率
ઌ
し
た
取

り
૊
Έ
を
行
い
、

ଞ
社
の
໛
ൣ
と
な

る
事
業
者
４
社
に

対
し
、
ਫ
໺
ޭ
会

長
が「
ト
ッ
プ
ラ

ン
φ
ー
賞
」
を
त

与
。
ま
た
、
同
賞

に
準
ず
る
取
り

૊
Έ
を
行
っ
た

５
社
に
は
、
஛

಺
੓
࢘
෭
会
長（
؀
ڥ
委
員

長
）か
ら「
؀
ڥ
委
員
長
賞
」

が
ଃ
ら
れ
た
。
同
表
জ
は
平

成
21
年
度
か
ら
実
ࢪ
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
両
賞
合
わ

せ
て
１
８
０
社
が
受
賞
し
て

い
る
。

ओ
催
者
あ
い
さ
つ
で
ਫ
໺

会
長
は
、「
当
業
ք
に
と
っ

て
最
ॏ
要
՝
୊
で
あ
る『
؀

ڥ
』
と『
҆
શ
』
へ
の
実
ફ

的
か
つ
ޮ
果
的
な
対
ࡦ
と
し

て
、
̜
̚
̥
事
業
を
ਪ
ਐ
し

て
き
た
」
と
ड़
べ
、
活
動
開

࢝
か
ら
1Ā
年
間
で
̘
̤
２
ഉ

出
ྔ
を
໿
35
ສ
Ἁ
࡟
減
、
交

通
事
ނ
率
も
平
ۉ
25
・
８
ˋ

減
গ
と
の
実
੷
を
આ
明
。「
こ

れ
か
ら
は
、
σ
δ
λ
ル
ٕ
ज़

の
活
用
や
̖
̞
に
よ
る
業
務

ޮ
率
化
が
、
̘
̤
２
࡟
減
へ

の
ॏ
要
な
要
ૉ
の
一
つ
に
な

る
」と
ड़
べ
た
。

དྷ
ෂ
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
東
ژ
都
؀
ڥ
局
の
中
ౡ
ོ

行
؀
ڥ
改
善
部
長
は
、
都
が

ࡢ
年
取
り
ま
と
め
た「
２
０

５
０
東
ژ
ઓ
ུ
」
に
৮
れ
、

「『
２
０
５
０
年
θ
ϩ
エ
ミ
ッ

γ
ἀ
ン
東
ژ
』
の
実
現
に
޲

け
、
２
０
３
５
年
ま
で
に
Թ

室
ޮ
果
ガ
ス
ഉ
出
ྔ
を
60
ˋ

以
上
࡟
減
す
る
新
໨
ඪ『
Ｂ

̴
͈
̾
̽
̳
Χ
ー
Ϙ
ン
ϋ
ー

ϑ
』
を
ܝ
͛
、
取
り
૊
Έ
を

加
଎
し
て
い
る
」
と
આ
明
。

都
で
実
ࢪ
し
て
い
る
̛
̘

̫
・
̚
̫
・
̝
̫
ト
ラ
ッ
ク

へ
の
ิ
ॿ
制
度
を
紹
介
し
た

の
信
用
保
ূ
ྉ
ॿ
成
事
業
の

ॿ
成
額
は
53
ສ
ԁ（
શ
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
ॿ
成
分
含

む
）で
、༧
算
ࣥ
行
率
は
24
・

７
ˋ
と
報
告
。
８
年
度
分
に

つ
い
て
は
、
信
用
保
ূ
協
会

の
保
ূ
ྉ
に
対
し
、
１
社
当

客
༷
へ
の
鉄
߯
੡
඼
の
輸
ૹ

は
υ
ラ
イ
バ
ー
が
行
っ
て
お

り
、
҆
શ
や
ೲ
入
඼
質
に
大

き
く
Ө
ڹ
し
て
い
る
。
υ
ラ

イ
バ
ー
一
人
ͻ
と
り
が
୅
表

者
で
あ
り
、
ඇ
常
に
ॏ
要
な

໾
割
を
୲
っ
て
い
る
」
と
ड़

べ
た
。

ϑ
Ỽ
ー
ラ
Ϝ
で
は
、
関
東

運
輸
局
自
動
車
ٕ
ज़
҆
શ
部

保
҆
・
؀
ڥ
՝
՝
長
ิ
ࠤ
の

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
鉄
߯
部
会
と
東

ト
協
鉄
߯
ઐ
໳
部
会

（
と
も
に
三
ଜ
文
༤

部
会
長
）は
２
月
1þ

日
、
東
ト
૯
合
会
館

７
階
大
会
議
室
で
、

令
和
７
年
度「
ト
Ϩ

ー
ラ
の
҆
શ
対
ࡦ
ϑ

Ỽ
ー
ラ
Ϝ
」（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開
催
し
、

શ
国
の
部
会
員
事
業

者
を
は
じ
め
、
関
係

行
੓
や
ՙ
ओ
ا
業
、

ト
ラ
ッ
ク
ϝ
ー
Χ
ー

の
関
係
者
な
ど
が
ࢀ

加
し
た
。

๯
頭
、
三
ଜ
部
会
長
は
あ

い
さ
つ
で「
߯
ࡐ
輸
ૹ
ೳ
ྗ

を
ҡ
࣋
す
る
た
め
に
は
、
υ

ラ
イ
バ
ー
の
高
ྸ
化
を
౿
ま

え
、
ए
年
૚
の
取
り
込
Έ
が

必
要
だ
。そ
の
た
め
に
は
、待

۰
改
善
や
ܰ
労
化
な
ど
の
対

ࡦ
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、現

໾
υ
ラ
イ
バ
ー
の
݈
߁
管
理

も
ॏ
要
な
ܦ
Ӧ
՝
୊
だ
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
զ
ʑ
の
使

命
は
҆
શ
・
҆
৺
な
輸
ૹ
の

実
現
だ
。
こ
の
ϑ
Ỽ
ー
ラ
Ϝ

を
҆
શ
輸
ૹ
の
確
立
に
い
か

し
て
΄
し
い
」と
ڧ
調
し
た
。

ଓ
い
て
、
国
土
交
通
省
෺

ྲྀ
・
自
動

車
局
҆
શ

੓
ࡦ
՝
長
の
ླ
木
݈
介
ࢯ

が
དྷ
ෂ
あ
い
さ
つ
。「
߯

ࡐ
輸
ૹ
で
は
、
ੵ
ՙ
の
確

実
な
ݻ
റ
、
適
切
な
運
行

管
理
、
υ
ラ
イ
バ
ー
の
݈

߁
管
理
、
運
転
ٕ
ज़
の
ҡ

࣋
な
ど
、
日
常
的
な
取
り

૊
Έ
が
ॏ
要
で
あ
り
、
徹

底
を
お
願
い
す
る
」
と
ݺ

び
か
け
た
。

ま
た
、
日
本
鉄
߯
࿈
ໍ

੡
඼
෺
ྲྀ
খ
委
員
会
委
員

で
、Ｊ
̛
̚
ス
ν
ー
ル
෺

ྲྀ
૯
ׅ
部
෺
ྲྀ
ا
画
室
ओ

査
の
ੴ
橋
明
෉
ࢯ
は
、「
お

上
で
、「
ط
存
車
両
で
い
か

に
̘
̤
２
を
࡟
減
す
る
か
が

ॏ
要
。
東
ト
協
の
̜
̚
̥
や

都
の
՟
෺
輸
ૹ
ධ
Ձ
制
度
の

ப
の
一
つ
で
あ
る『
エ
コ
υ

ラ
イ
ϒ
』
は
、
大
き
な
意
義

が
あ
る
」と
ड़
べ
た
。

こ
の
後
、
受
賞
者
を
୅
表

し
て
、
金
原
運
ૹ
店
の
金
原

༟
一
୅
表
取
క
໾
が
ँ
ࣙ
に

立
ち
、「
運
行
管
理
者
が
中

৺
と
な
り
教
育
活
動
に
ࢀ
加

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
た
な
ࢹ
点
が
生
ま
れ
、

υ
ラ
イ
バ
ー
に
エ
コ
υ
ラ
イ

ϒ
が
ਁ
ಁ
し
、
೩
අ
޲
上
だ

け
で
な
く
、
҆
શ
運
転
に
も

つ
な
が
っ
た
。
̜
̚
̥
活
動

を
社
員
教
育
の
た
め
の
外
部

ػ
関
と
位
置
づ
け
て
お
り
、

事
業
が
ܧ
ଓ
し
て
い
く
こ
と

ࠇ
木
޷
文
ࢯ
が「
ト
ラ
ッ
ク

運
ૹ
事
業
に
お
け
る
事
ނ
๷

ࢭ
に
つ
い
て
」
を
ς
ー
マ
に

ߨ
ԋ
。交
通
事
ނ
発
生
状
況
、

事
業
用
自
動
車
૯
合
҆
શ
プ

ラ
ン
２
０
２
５
、
ト
ラ
ッ
ク

事
ނ
の
再
発
๷
ࢭ
ࡦ
、
݈
߁

管
理
の
ॏ
要
性（
೴
݂
管
࣬

ױ
、
৺
࣬
ױ
、
ࢹ
໺
ো
֐
）、

̞
̘
̩
活
用
に
よ
る
運
行
管

東
ژ
都
؀
ڥ

局
と
東
ト
協
は

２
月
21
日
、
令

和
７
年
度「
ト

ラ
ッ
ク
を
用
い

た
エ
コ
υ
ラ
イ

ϒ
ߨ
श
会
」
を

開
催
し
、
会
員

事
業
者
か
ら
12
人
の
ト
ラ
ッ

ク
υ
ラ
イ
バ
ー
が
ࢀ
加
し

た
。
ߨ
श
会
は
、
՟
෺
自
動

車
運
ૹ
事
業
者
の
υ
ラ
イ
バ

ー
を
対
象
に
、
࠲
学
ߨ
義
と

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
実
૸
行
運

転
を
૊
Έ
合
わ
せ
て
エ
コ

υ
ラ
イ
ϒ
を
体
得
す
る
も

の
で
、
い
す
ʎ
自
動
車
ट
都

ݍ
の
協
ྗ
の
も
と
、
同
社
東

ژ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
λ
ー（
ઍ

༿
ݝ
Ӝ
҆
市
）
周
ล
道
࿏
の

໿
２
㌔
㍍
を
中
ܕ
ト
ラ
ッ

た
り
必
要
保
ূ
ྉ
の
２
分
の

１（
上
限
20
ສ
ԁ
）を
ॿ
成

す
る
。
実
ࢪ
に
当
た
り
、
事

業
案
಺
お
よ
び
交
付
要
ߝ
な

ど
を
ঝ
認
。
申
੥
期
間
は
４

月
１
日
か
ら
９
年
２
月
28
日

ま
で
と
し
た
。

ۙ
୅
化
基
金
運
Ӧ
要
ߝ
の

改
正
で
は
、
利
子
ิ
給
率
の

改
定
に
加
え
、
શ
ト
協
ن
定

や
現
行
の
事
務
手
ଓ
き
と
の

੔
合
性
な
ど
を
ਤ
る
改
正
を

了
ঝ
。さ
ら
に
、同
委
員
会
設

置
要
ߝ
に
つ
い
て
も
、
委
員

改
選
時
に
後
೚
委
員
が
委
৤

さ
れ
る
ま
で
、
前
೚
委
員
が

৬
務
を
ܧ
ଓ
で
き
る
よ
う
改

正
す
る
こ
と
を
ঝ
認
し
た
。

こ
の
΄
か
、
原
ࡐ
ྉ
අ
の

高
ಅ
に
伴
う
車
両
Ձ
格
の
上

ঢ
が
ଓ
く
中
、
ۙ
୅
化
基
金

༥
ࢿ
制
度
の
活
用
ଅ
ਐ
に
޲

け
、
会
員
へ
の
周
஌
・
̥
Ｒ

ڧ
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

理
の
高
度
化
な
ど
に
つ
い
て

解
આ
し
た
。

事
業
者
発
表
で
は
、
日
鉄

෺
ྲྀ
基
地
཮
運
本
部
関
東
෺

ྲྀ
セ
ン
λ
ー
཮
ૹ
調
੔
՝
՝

長
の
ڇ
ؙ
誠
ࢯ
が「
ト
Ϩ
ー

ラ
か
ら
の
転
མ
๷
ࢭ
対
ࡦ
」、

Ｊ
㏯ϩ
δ
ς
ッ
ク
཮
運
事
業

部
ઍ
༿
཮
運
部
ઍ
༿
輸
ૹ
管

理
室
の
ԣ
ࢁ
真
一
࿠
ࢯ
が

ク（
車
両
૯
ॏ
ྔ
７
・
ĀĀ
Ἁ
、

ੵ
ࡌ
ྔ
４
Ἁ
ク
ラ
ス
）で
૸

行
し
、೩
අ
σ
ー
λ
を
計
ଌ
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
λ
ー
同
৐
の

も
と
、
運
転
ૢ
࡞
を
中
৺
に

エ
コ
υ
ラ
イ
ϒ
指
ಋ
を
受
け

た
。開

会
に
当
た
り
、
都
؀
ڥ

局
؀
ڥ
改
善
部
自
動
車
؀
ڥ

՝
の
ླ
木
හ
明
૯
ׅ
՝
長
୅

理
が
あ
い
さ
つ
。「『
２
０
５

０
年
θ
ϩ
エ
ミ
ッ
γ
ἀ
ン
東

ژ
』
の
実
現
に
޲
け
、
２
０

３
５
年
ま
で
に
Թ
室
ޮ
果
ガ

ス
を
２
０
０
０
年
比
60
ˋ
࡟

減
す
る
໨
ඪ
の
ୡ
成
に
は
、

̯
̚
（̫
ഉ
ガ
ス
を
一
切
出

さ
な
い
車
両
）の
ී
ٴ
と
と

も
に
、
エ
コ
υ
ラ
イ
ϒ
の
徹

底
が
不
可
欠
」
と
ڧ
調
し
、

プ
ϩ
υ
ラ
イ
バ
ー
か
ら
取
り

「
೤
中
঱
対
ࡦ
へ
の
取
り
૊

Έ
」
に
つ
い
て
、
自
社
の
取

り
૊
Έ
を
紹
介
し
た
。

な
お
、
ϑ
Ỽ
ー
ラ
Ϝ
に
は

དྷ
ෂ
と
し
て
、
東
ژ
労
働
局

労
働
基
準
部
҆
શ
՝
長
の
三

Ӝ
ྰ
ࢯ
、
ܯ
ࢹ
ி
交
通
部
交

通
૯
務
՝
交
通
҆
શ
૊
৫
係

長
の
末
次
޺
明
ࢯ
も
出
੮
し

た
。

૊
Έ
が
೾
ٴ
す
る
こ
と
に
期

待
を
示
し
た
。

ߨ
श
会
で
は
、
ޕ
前
は
ࢀ

加
者
が
通
常
通
り
に
運
転

し
、
基
礎
σ
ー
λ
と
し
て
೩

ྉ
ফ
අ
ྔ
を
ଌ
定
。
ޕ
後
の

࠲
学
で
は
、
同
社
移
動
サ
ϙ

ー
ト
部
ߨ
श
՝
の
দ
Ӝ
ݚ
ࢯ

が
、
発
ਐ
・
加
଎
の
ς
ク
χ

ッ
ク
、
一
定
଎
度
૸
行
の
ҡ

࣋
、
エ
ン
δ
ン
ϒ
Ϩ
ー
キ
を

活
用
し
た
ଦ
ྗ
૸
行
、
高
଎

ஈ
の
活
用
な
ど
、
೩
අ
改
善

に
௚
結
す
る
運
転
ٕ
ज़
を
解

આ
し
た
。

そ
の
後
の
２
回
໨
૸
行
で

は
、
࠲
学
で
学
ん
だ
಺
༰
を

実
ફ
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
λ
ー

に
よ
る
ア
υ
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
運
転
し
、
１
回
໨
と

の
೩
අ
比
較
で
改
善
ޮ
果
を

検
ূ
し
た
。
ま
た
、
ϝ
ー
Χ

ー
ఏ
ڙ
に
よ
り
、
؀
ڥ
性
ೳ

に
༏
れ
た
̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
の

ࢼ
৐
ػ
会
も
設
け
ら
れ
た
。

ࢀ
加
者
શ
体
の
平
ۉ
೩

අ
は
、
通
常
૸
行
時
７
・
23

㌔
㍍
ʗ
Ἄ
か
ら
、
エ
コ
υ
ラ

イ
ϒ
実
ફ
後
に
は
９
・
3þ
㌔

㍍
ʗ
Ἄ
へ
޲
上
。
޲
上
率
は

2Ā
・
６
ˋ
に
ୡ
し
、
運
転
ٕ

ज़
の
Έ
で
໿
30
ˋ
の
೩
අ
޲

上
が
可
ೳ
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

な
お
、
受
ߨ
者
に
は
エ
コ

モ
財
ஂ
発
行
の
म
了
ূ
が
交

付
さ
れ
た
。

τοϓϥϯφʔ৆̐ ࣾʹत༩

ར
ࢠ
ิ
څ
཰
̌
ɾ
̕
ˋ
ʹ
վ
ఆ

ۚ
ར
্
ঢ
で
੍
౓
׆
༻
を
̥
̧

燃
費
平
均
で
約
ú÷
％
向
上

Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
技
術
学
ぶ

౦τڠ ۙ୅ԽۚجӡӦҕһձ

༌ૹೳྗҡ࣋΁υϥΠόʔ֬อࡐ߯

మ
߯
෦
ձ

શ
ト
協

౦
ト
協

ト
Ϩ
ー
ϥ
ͷ
҆
શ
ର
ࡦ
ϑ
Ỽ
ー
ϥ
Ϝ

Ｇ
̚
̥
ද
জ
ࣜ

౦
ト
協

̓
年
度

౦ژ౎
౦τڠ ΤίυϥΠϒߨश会
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˕�ӡߦத͸લํ͚ͩͰͳ͘ࠨɺ ӈɺํޙΛؚΊͨपғͷަ௨ঢ়گʹ΋஫ҙΛଵΒͳ͍͜ͱɻ
·ͨɺނࣄΛͯ͜͠ى ɺपลަ௨ͷ҆શ֬อ౳ʹ౒ΊΔޢٹͷऀ֐͸ɺඃࡍͨͬ·͠ ͱ͜ɻ
日　時 ２月18日（水） ７時47分頃発生（晴天）
場　所 大田区内（区道）
当事者 ①自動二輪車（男性80代死亡）̫ ②事業用準中型貨物車（男性40代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況
ࢸ ࿡ڮڷ

ࢸ ଟຎ઒େڮ

େా۠ଟຎ઒

概　要
事業用準中型貨物車が、区道を多摩川大橋方向から六郷橋方向へ
直進進行中、横断歩道上に歩行者を認め減速したところ、事業用準
中型貨物車に続いて直進進行していた自動二輪車が追突したもの。

˕�ӡߦத͸લํ΍पғͷঢ়گ΁ͷ஫ҙΛଵΒͳ͍ ͱ͜ɻ·ͨɺؾ৅ঢ়گ΍ಓ࿏ঢ়گʹԠ
ͨ҆͡શ଎౓Ͱͷ૸ߦ΍ɺे ෼ͳंؒڑ཭ͷ֬อʹ౒ΊɺΏͱΓΛ΋ͬͯ ӡస͢Δ ͱ͜ɻ
日　時 ２月19日（木） ８時28分頃発生（晴天）
場　所 江戸川区（都道・葛西橋通り）
当事者 ①歩行者（男性60代死亡）̫ ②事業用普通乗用車（男性50代）̫

③事業用普通貨物車（男性50代） 順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

ࢸ
Ӝ
҆

ࢸ
໦
৔

઒۠੢ᷤ੢ށߐ

概　要
③事業用普通貨物車が、片側２車線の葛西橋通りを木場方向から浦
安方向に進行し、左折進行する際、第２通行帯で交通整理を行って
いた①警備誘導員と接触し、よろけた①警備誘導員に、反対側の第
２通行帯を直進進行してきた②事業用普通乗用車が衝突したもの。

໰͍߹Θͤઌɿ౦ژ౎τϥοΫڠձ ۀ຿෦ަ௨ɾڥ؀(
ϗʔϜϖʔδͰڠ଎ใ͸౦τނࣄ˞ 1%' σʔλ΋͍ͯ͠ࡌܝ·͢

日
本
自
動
車
੔
備
ৼ
ڵ
会

࿈
合
会（
日
੔
࿈
）は
、令
和

８
年
度「
定
期
点
検
੔
備
ଅ

ਐ
対
ࡦ
要
ߝ
」を
ࡦ
定
し
、４

月
１
日
か
ら
９
年
３
月
31
日

ま
で
の
１
年
間
、
定
期
点
検

੔
備
ଅ
ਐ
運
動
を
実
ࢪ
す
る
。

本
運
動
は
、
日
੔
࿈
や
શ

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
、

自
動
車
関
係
ஂ
体
で
ߏ
成
す

る
定
期
点
検
੔
備
ଅ
ਐ
協
議

会
が
中
৺
と
な
り
、
国
土
交

通
省
や
ܯ
࡯
ி
な
ど
関
係
行

੓
省
ி
の
指
ಋ
を
得
て
ਪ
ਐ

す
る
も
の
。
自
動
車
の
適
正

な
点
検
・
੔
備
を
通
じ
て
҆

શ
確
保
を
ਤ
る
と
と
も
に
、

東
ژ
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会

は
２
月
28

日
、
ޕ
前
・

ޕ
後
の
２
回

に
分
け
て
、

඼
川
۠
の
東
ژ
運
輸
支
局
ଧ

ࠁ
上
屋
で「
大
ܕ
車
の
車
輪

୤
མ
事
ނ
๷
ࢭ
ݚ
म
会
」
を

開
催
し
た
。開
催
に
当
た
り
、

東
ト
協
業
務
部
の
中
ཬ
௚
೭

ट
都
高
଎
道
࿏
は
、５
月

９
日
ޕ
前
０
時
か

ら
ཌ
10
日
ޕ
後
12

時
ま
で
、
Ϧ
χ
ỿ

ー
ア
ル
に
伴
う
ฮ

૷
改
ྑ
工
事
の
た

め
、
１
߸
Ӌ
ా
線

（
Լ
り
）
ࣳ
Ӝ
～

উ
ౡ
間
を
48
時
間

通
行
ࢭ
め
と
す
る
。
通
行
ࢭ

め
に
伴
い
、
ࣳ
Ӝ
入
口（
Լ

り
）は
ด
࠯
す
る
。

通
行
ࢭ
め
時
は
、
11
߸
୆

場
線
୆
場
入
口
、
࿷
؛
線
臨

ւ
෭
都
৺
入
口（
̚
̩
̘
ઐ

用
）、同
大
Ҫ
入
口（
̚
̩
̘

ઐ
用
）か
ら
の
利
用
を
ਪ
঑
。

い
」と
ݺ
び
か
け
た
。

国
土
交
通
省
は
、
ࡢ
年
10

月
か
ら
ࠓ
年
２
月
に
か
け
て

「
大
ܕ
車
の
車
輪
୤
མ
事
ނ

๷
ࢭ
キ
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
」
を
展

開
。
本
ݚ
म
は
、
ౙ
ق
に
ू

中
す
る
車
輪
୤
མ
事
ނ
の
ະ

વ
๷
ࢭ
を
໨
的
に
行
っ
た
も

の
。
会
員
事
業
者
の
運
行
管

理
者
や
੔
備
管
理
者
、
υ
ラ

イ
バ
ー
を
対
象
と
し
て
、
࠲

学
と
実
ٕ
形
ࣜ
で
ߏ
成
し

た
。
ߨ
श
に
は
、
東
運
支
局

検
査
・
੔
備
・
保
҆
部
໳
、

ϒ
Ϧ
ξ
ス
ト
ン
λ
イ
ヤ
ι
Ϧ

ỿ
ー
γ
ἀ
ン
δ
Ỿ
ύ
ン
、
ϒ

Ϧ
ξ
ス
ト
ン
λ
イ
ヤ
サ
ー
ビ

ス
東
日
本
が
協
ྗ
し
た
。

࠲
学
で
は
、
東
運
支
局
の

ੴ
Ҫ
ஐ
大
཮
運
ٕ
ज़
ઐ
໳
׭

（
保
҆
୲
当
）が「
車
輪
୤
མ

事
ނ
๷
ࢭ
に
つ
い
て
」
と
୊

し
て
ߨ
࿩
。
令
和
６
年

度
の
大
ܕ
車
の
車
輪
୤

མ
事
ނ
の
発
生
状
況
は

１
２
０
݅
で
、
前
年
度

比
22
݅
減
গ
し
た
も
の
の
、

12
月
か
ら
２
月
の
ౙ
ق
に
શ

体
の
໿
56
ˋ
が
ू
中
し
て
い

る
。
中
で
も
、
車
輪
୤
着
࡞

業
後
１
か
月
以
಺
の
発
生
が

໿
45
ˋ
を
઎
め
、
ࠨ
後
輪
の

୤
མ
が
໿
Ā2
ˋ
に
上
る
と

し
、７
年
度
ۓ
ٸ
対
ࡦ
と
し

て
、
੔
備
点
検
の
確
実
な
実

ࢪ
や
ౙ
用
λ
イ
ヤ
交
換
࡞
業

の
平
準
化
を
求
め
、
事
ނ
๷

ࢭ
キ
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
を
通
じ
た

周
஌
徹
底
を
求
め
た
。

ଓ
い
て
、
ϒ
Ϧ
ξ
ス
ト
ン

λ
イ
ヤ
ι
Ϧ
ỿ
ー
γ
ἀ
ン
δ

Ỿ
ύ
ン
ٕ
ज़
サ
ー
ビ
ス
本
部

の
দ
Ӭ
५
関
東
ٕ
ज़
サ
ー
ビ

ス
部
長
が
ొ
ஃ
。
新
・
̞
Ｓ

̤
方
ࣜ
と
Ｊ
̞
Ｓ
方
ࣜ
の
૬

違
点
や
஫
意
事
項
、
車
輪
୤

མ
事
ނ
の
原
Ҽ
な
ど
、
事
ނ

๷
ࢭ
に
޲
け
て
解
આ
し
た
。

λ
イ
ヤ
交
換
や
点
検
੔
備
時

に
、
適
正
な
࣠
ྗ
を
確
保
す

る
た
め
、ϗ
イ
ー
ル
Ϙ
ル
ト・

φ
ッ
ト
の
ਗ਼
૟
や
給
ࢷ
、
適

正
ト
ル
ク
で
の
క
め
付
け
、

日
常
点
検
で
の
؇
Έ
確
認
、

一
定
距
離
૸
行
後
の
増
し
క

め
の
ॏ
要
性
を
ڧ
調
し
た
。

実
ٕ
で
は
、
੔
備
࢜
が
λ

イ
ヤ
の
日
常
点
検
か
ら
ਗ਼

૟
、
確
認
ま
で
一
࿈
の
工
ఔ

を
実
ԋ
。
φ
ッ
ト
・
Ϙ
ル
ト

઀
৮
面
の
ਗ਼
૟
や
給
ࢷ
、
適

正
工
۩
に
よ
る
ト
ル
ク
管

理
、
؇
Έ
๷
ࢭ
ࡦ
な
ど
を
۩

体
的
に
解
આ
。
受
ߨ
者
も
、

φ
ッ
ト
の
؇
Έ
や
λ
イ
ヤ
ۭ

気
ѹ
の
差
異
を
໨
ࢹ
・
点
検

ϋ
ン
マ
ー
で
確
認
し
、
λ
イ

ヤ
の
た
わ
Έ
や
ଧ
Ի
の
違
い

か
ら
、
異
常
を
見
ۃ
め
る
ϙ

イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

名
な
ど
を
表
示
し
、
実
ࢪ
੹

೚
を
明
確
化
す
る
と
と
も

に
、
次
回
の
点
検
੔
備
時
期

を
周
஌
す
る
こ
と
で
、
定
期

点
検
੔
備
の
実
ࢪ
ྭ
行
を
ଅ

し
て
い
く
。

ま
た
、
ट
都
高
શ
線
や
並
行

す
る
一
ൠ
道
に
お
い
て
も
ࠞ

雑
が
༧
૝
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
11
߸
୆
場
線
ܦ
由
で
࿷

公
֐
๷
ࢭ
お
よ
び
؀
ڥ
保
શ

を
໨
的
と
し
て
い
る
。

取
り
૊
Έ
಺
༰
は
、
自
動

車
使
用
者
に
対
す
る
̥
Ｒ
ま

た
は
自
動
車
の
ߏ
଄
お
よ
び

点
検
・
੔
備
に
関
す
る
஌
ࣝ

の
޲
上
ଅ
ਐ
、
点
検
੔
備
ࡁ

ス
ς
ッ
Χ
ー
の
ష
付
な
ど
。

こ
の
う
ち
、
定
期
点
検
੔

備
を
実
ࢪ
し
た
車
両
に
は
、

前
面
ガ
ラ
ス
ࠨ
側
上
部（
ࠨ

ϋ
ン
υ
ル
車
は
ӈ
側
上
部
）

に
運
転
者
の
ࢹ
໺
を
๦
͛

ず
、
検
査
ඪ
章
の
ష
付
を
๦

͛
な
い
位
置
に「
点
検
੔
備

ࡁ
ス
ς
ッ
Χ
ー
」
を
ష
付
す

る
。
点
検
੔
備
実
ࢪ
事
業
場

؛
線
を
利
用
す
る
よ
う
ݺ
び

か
け
て
い
る
。

༧
備
日
は
３
回
。
い
ず

れ
も
48
時
間
通
行
ࢭ
め
と

し
て
、
５
月
23
日

ޕ
前
０
時
か
ら
ཌ

24
日
ޕ
後
12
時

ま
で
、
６
月
６
日

ޕ
前
０
時
か
ら
ཌ

７
日
ޕ
後
12
時
ま

で
、
同
20
日
ޕ
前

０
時
か
ら
ཌ
21
日

ޕ
後
12
時
ま
で
。

工
事
の
ৄ
ࡉ
は
、
ट
都
高

υ
ラ
イ
バ
ー
ζ
サ
イ
ト
を
ࢀ

র
。

部
長
は「
車
輪
୤
མ
に
は
必

ず
༧
ஹ
が
あ
り
、そ
れ
を
的

確
に
発
見・
判
断
す
る
こ
と

が
ॏ
要
だ
。
本
ݚ
म
は
、
事

ނ
๷
ࢭ
に
つ
な
が
る
஌
ࣝ
と

ٕ
ज़
の
श
得
を
໨
的
と
す

る
。
ࠓ
後
は
Ն
用
λ
イ
ヤ
へ

の
交
換
࡞
業
が
本
格
化
す
る

こ
と
か
ら
、
֤
社
で
৘
報
を

ڞ
有
し
、
事
ނ
๷
ࢭ
へ
の
取

り
૊
Έ
を
徹
底
し
て
΄
し

５月９・10日
48時間通行止め

Ӌ
ా
ઢ
Լ
Γ

ࣳ
Ӝ
Ổ
উ
ౡ

ट౎ߴ

౦
τ
ڠ

大型車の車輪脱落
事故防止研修会

ౙ
༻
λ
イ
Ϡ
͔
Β
ͷ
ަ
׵
લ
ʹ

ద
੾
ͳ
੔
උ
఺
ݕ
ͷ
ϙ
イ
ϯ
ト
ֶ
Ϳ

ఆ
ظ
఺
ݕ
੔
උ
ଅ
ਐ
ӡ
ಈ

೥
ؒ
Λ
通
͡
ͯ
ӡ
ಈ
ల
։

೔੔࿈
ͳɹͲ
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

ݚձࣾ�༌ૹจࣜג ʪࣾദྛॻ๪ʫ
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,640 円（税込）

令和７年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト

国
土
交
通

省
は
２
月
18

日
、
令
和
７

年
度
ୈ
３
回

「
運
行
管
理

高
度
化
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
」
で
、

同
一
事
業
者

಺
ԕ
ִ
点

ݺ
、
業
務
後

自
動
点
ݺ
に

関
す
る
ώ
ア

Ϧ
ン
グ
結
果

や
、
点
ݺ
制

度
お
よ
び
運
行
管
理
業
務
の

一
ݩ
化
に
お
け
る
ࠓ
後
の
方

޲
性
を
示
し
た
。

ԕ
ִ
点
ݺ
と
自
動
点
ݺ
は

制
度
開
࢝
か
ら
໿
３
年
が
ܦ

過
。い
ず
れ
の
点
ݺ
制
度
も
、

ア
ン
έ
ー
ト
お
よ
び
༏
ྑ
活

用
事
例
ώ
ア
Ϧ
ン
グ
で
は
、

点
ݺ
業
務
や
待
ち
時
間
の
࡟

減
、
人
݅
අ
の
ѹ
ॖ
な
ど
、

運
行
管
理
業
務
の
ޮ
率
化
に

د
与
し
て
い
る
と
の
ධ
Ձ
が

ଟ
か
っ
た
。
ԕ
ִ
点
ݺ
は
特

に
৐
合
バ
ス
で
ଟ
く
、
保
有

車
両
୆
数
の
ଟ
い
事
業
者
で

ಋ
入
が
ਐ
む
一
方
、
業
務
後

自
動
点
ݺ
は
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
で
最
も
ଟ
く
ಋ
入
さ
れ
て

お
り
、
保
有
車
両
୆
数
に
よ

る
差
は
খ
さ
く
、
ま
た
、
長

距
離
・
宿
ധ
を
伴
う
運
行
を

行
う
事
業
者
で
の
活
用
が
໨

立
っ
た
。

運
行
管
理
高
度
化
へ
の
本

格
運
用（
制
度
化
）の
状
況

で
は
、７
年
12
月
末
時
点
で
、

同
一
事
業
者
಺
ԕ
ִ
点
ݺ
は

ト
ラ
ッ
ク（
ܰ
՟
෺
を
除
く
）

で
５
１
１
１
݅
、
事
業
者
間

ԕ
ִ
点
ݺ
は
同
１
５
９
݅
、

業
務
後
自
動
点
ݺ
は
同
４
７

４
２
݅
、
業
務
前
自
動
点
ݺ

も
同
２
９
５
０
݅
の
ಧ
出
が

あ
っ
た
。
一
方
、
ಋ
入
コ
ス

ト
の
高
さ
や
要
݅
へ
の
適
合

可
൱
の
判
断
の
೉
し
さ
、
ػ

ث
ނ
ো
時
の
対
応
方
法
、
運

行
管
理
者
と
運
転
者
間
の
コ

ミ
ỿ
χ
έ
ー
γ
ἀ
ン
ػ
会
の

減
গ
な
ど
が
՝
୊
と
し
て
挙

国
交
省
෺
ྲྀ
・
自
動
車
局

҆
શ
੓
ࡦ
՝
長
は
２
月
20

日
、
શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
、
通
ୡ「
高
଎
道
࿏

本
線
上
に
設
置
さ
れ
た
৐
合

バ
ス
ఀ
留
所
へ
の
駐
ఀ
車
に

つ
い
て
」
を
発
出
し
、
会
員

事
業
者
へ
の
周
஌
徹
底
を
要

੥
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
શ

ト
協
で
は
都
道
෎
ݝ
ト
ラ
ッ

ク
協
会
を
通
じ
、
શ
会
員
事

業
者
へ
の
周
஌
を
求
め
て
い

る
。通

ୡ
で
は
、ߴ
଎
ಓ
࿏
ຊ

ઢ
上
に
ઃ
置
さ
れ
た
৐
合
ό

ε
ఀ
ཹ
所
に
ト
ϥ
ッ
ク
が
ற

ఀ
ं
し
、
৐
合
ό
ε
の
運
行

に
支
ো
が
ੜ
じ
て
い
る
と
の

৘
報
が
国
交
省
に
د
せ
ら
れ

て
い
る
と
指
ఠ
。
こ
う
し
た

行
為
は
、
৐
合
バ
ス
の
定
時

運
行
を
્
֐
す
る
だ
け
で
な

く
、
道
࿏
上
に
お
け
る
ة
ݥ

を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る

と
し
て
、
道
࿏
交
通
法
の
ن

定
に
基
づ
く
ఀ
車
・
駐
車
ې

ࢭ
の
९
क
徹
底
を
求
め
た
。

道
交
法（
ত
和
35
年
法
཯

ୈ
１
０
５
߸
）
ୈ
þ5
৚
の
８

（
ఀ
車
ٴ
び
駐
車
の
ې
ࢭ
）

で
は
、
高
଎
自
動
車
国
道
等

に
お
い
て
、
法
令
に
基
づ
く

場
合
や
ܯ
࡯
׭
の
指
示
が
あ

る
場
合
、
ま
た
は
ة
ݥ
を
ආ

け
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
一

時
ఀ
ࢭ
す
る
場
合
を
除
き
、

自
動
車
は
ఀ
車
・
駐
車
し
て

は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い

る
。
た
だ
し
例
外
と
し
て
、

ᶃ
サ
ー
ビ
ス
エ
Ϧ
ア
や
ύ
ー

キ
ン
グ
エ
Ϧ
ア
な
ど
、
駐
車

ス
ϖ
ー
ス
と
し
て
۠
画
さ
れ

が
っ
た
。

さ
ら
に
、
運
行
管
理
業
務

の
一
ݩ
化
に
お
け
る
運
行
管

理
者
の
݉
೚
に
つ
い
て
も
検

౼
が
ਐ
ん
で
い
る
。
ू
໿
Ӧ

業
所
と
ඃ
ू
໿
Ӧ
業
所
を
一

体
的
に
運
用
し
、
૒
方
の
運

行
管
理
者
が
૬
ޓ
に
業
務
を

୲
う
࢓
૊
Έ
に
つ
い
て
、
実

ূ
事
業
の
結
果
を
౿
ま
え
た

制
度
設
計
の
方
޲
性
が
示
さ

れ
て
い
る
。
実
ূ
事
業
の
報

告
で
は
、
業
務
ྔ
の
平
準
化

や
ス
キ
ル
޲
上
と
い
っ
た
ޮ

果
が
示
さ
れ
、
৺
理
的
ෛ
୲

は
変
わ
ら
ず
、
҆
શ
性
の
低

法
制
৹
議
会
は
、
２
月
12

日
に
開
催
し
た
ୈ
２
０
４
回

会
議
で
、「
ة
ݥ
運
転
க
ࢮ

ই
ࡑ
の
見
௚
し
に
関
す
る
要

）ߝ
ࠎ
子
）」を
法
務
大
ਉ
に

౴
申
し
た
。
悪
質
・
ॏ
大
な

ة
ݥ
運
転
に
対
す
る
ߏ
成
要

݅
の
明
確
化
・
客
観
化
を
ப

と
し
た
も
の
で
、法
務
省
は
、

18
日
開
会
の
特
別
国
会
に

「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人

を
ࢮ
ই
さ
せ
る
行
為
等
の
処

േ
に
関
す
る
法
཯
の
一
部
改

正
案（
自
動
車
運
転
処
േ
法

改
正
案
）」
と
し
て
ఏ
出
す

る
༧
定
。

現
行
法
の
ة
ݥ
運
転
க
ࢮ

ই
）ࡑ
同
法
ୈ
２
৚
）で
は
、

「
正
常
な
運
転
が
ࠔ
೉
な
状

ଶ
」
や「
ॏ
大
な
交
通
の
ة

ݥ
を
生
じ
さ
せ
る
଎
度
」
な

ど
ந
象
的
な
文
言
が
ଟ
く
、

適
用
ൣ
ғ
を
८
り
、
解
ऍ
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
な
ど
の
໰

୊
が
指
ఠ
さ
れ
て
い
た
。

要
ߝ
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
Ө
ڹ
に
よ
り「
正
常
な
運

転
が
ࠔ
೉
な
状
ଶ
」
に
つ
い

て
、
݂
ӷ
１
ἄ
Ἄ
中
１
・
０

ἄ
ₓ
以
上
ݺ、
気
１
Ἄ
中
０・

５
ἄ
ₓ
以
上
と
い
う
۩
体
的

な
数
஋
を
明
示
し
、
立
ূ
の

明
確
化
を
ਤ
る
。
ま
た
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
Ө
ڹ
で
、
運
転

中
に
正
常
運
転
ࠔ
೉
状
ଶ
に

ؕ
っ
た
場
合
の
処
േ
ن
定
も

੔
理
。
人
を
ෛ
ই
さ
せ
た
場

合
は
12
年
以
Լ
、
ࢮ
๢
さ
せ

た
場
合
は
15
年
以
Լ
の
߆
ې

刑
と
し
た
。

଎
度
に
つ
い
て
は
、
制
限

଎
度
が
時
଎
60
㌔
㍍
を
超
え

る
道
࿏
で
は「
制
限
଎
度
を

60
㌔
㍍
超
過
」、
60
㌔
㍍
以

Լ
の
道
࿏
で
は「
制
限
଎
度

を
50
㌔
㍍
超
過
」
と
、
۩
体

的
な
超
過
෯
を
明
示
し
た
。

従
དྷ
の「
ॏ
大
な
交
通
の
ة

ݥ
を
生
じ
さ
せ
る
଎
度
」
と

い
う
ந
象
的
判
断
か
ら
、
数

஋
基
準
に
よ
る
明
確
化
へ
౿

Έ
込
ん
だ
点
が
大
き
な
変
更

点
と
な
る
。

さ
ら
に
、
λ
イ
ヤ
を
׈
ら

せ
た
り
ු
か
せ
た
り
し
て
制

ޚ
ࠔ
೉
な
状
ଶ
で
૸
行
さ
せ

る「
υ
Ϧ
ϑ
ト
行
為
」
に
つ

い
て
も
、
ة
ݥ
運
転
க
ࢮ
ই

ࡑ
の
対
象
と
し
た
。

こ
れ
ら
一
定
の
ة
ݥ
運
転

行
為
に
よ
り
、
人
を
ෛ
ই
さ

ް
生
労
働

省
は
３
月
1Ā

日
、
Φ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
φ

ー「
ス
キ
ル

で
考
え
る
、

෺
ྲྀ
人
ࡐ
の

キ
Ỿ
Ϧ
ア
」

を
開
催
す

る
。
時
間
は

ޕ
後
１
時
か

ら
同
２
時
30

๛
ౡ
۠

は
、
஑
ା
駅

東
口
周
ล
の

ア
χ
ϝ
イ
ト

通
り
周
ล
道

࿏
の「
ՙ
さ

ば
き
ル
ー

ル
」
に
基
づ

き
、
՟
෺
車

޲
け
駐
車
ス

ϖ
ー
ス
を
ఏ

ڙ
し
て
い

る
。
利
用
可

ೳ
な
ՙ
さ
ば

き
ス
ϖ
ー

ス（
図
参
照
）

は
、
次
の
通

り
。

た
場
所
で
ఀ
車
・
駐
車
す
る

場
合
、
ᶄ
ނ
ো
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
৘
が
あ
り
、
े
分

な
෯
員
の
あ
る
࿏
ݞ
や
࿏
側

ଳ
に
ఀ
車・駐
車
す
る
場
合
、

ᶅ
৐
合
バ
ス
が
自
ら
の
ఀ
留

所
で
、
৐
客
の
৐
߱
や
時
間

調
੔
の
た
め
に
ఀ
車
・
駐
車

す
る
場
合
、
ᶆ
ྉ
金
の
支
払

い
の
た
め
、
ྉ
金
所
で
ఀ
車

す
る
場
合
Ổ
Ổ
は
認
め
ら
れ

て
い
る
。

せ
た
場
合
は
15
年
以
Լ
の

߆
ې
刑
、
ࢮ
๢
さ
せ
た
場
合

は
１
年
以
上
の
有
期
߆
ې
刑

と
す
る
࿮
૊
Έ
に
ҡ
࣋
さ
れ

る
。
刑
名
は
、
ࡢ
年
６
月
ࢪ

行
の
刑
法
改
正
に
よ
り
、「
௄

໾
」
か
ら「
߆
ې
刑
」
に
改

め
ら
れ
て
い
る
。

同
省
は
、
ࠓ
国
会
へ
の
改

正
案
ఏ
出
に
޲
け
、
手
ଓ
き

を
ਐ
め
て
い
る
。

分
ま
で
。
対
象

は
観
ޫ
・
෺
ྲྀ

業
ք
の
人
事
୲
当
者
。
ࢀ
加

අ
は
ແ
ྉ
。
定
員
に
ୡ
し
次

ୈ
、క
め
切
る
。

಺
༰
は
、
ᶃ
෺
ྲྀ
分
໺
の

現
場
で
働
く
方
ʑ
の「
ス
キ

ル
・
キ
Ỿ
Ϧ
ア
・
賃
金
」
に

関
す
る
解
આ
、
ᶄ
ス
キ
ル
ν

ỻ
ッ
ク
γ
ー
ト
の
ԋ
श
と
解

આ
、
ᶅ
෺
ྲྀ
分
໺
で
ス
キ
ル

޲
上
を
処
۰
に
反
ө
し
て
い

る
޷
事
例
の
紹
介
、
ᶆ
令
和

８
年
度
実
ࢪ
༧
定
の
関
࿈
事

ᶃ
と
し
ま
۠
民
セ
ン
λ
ー

ʗ
駐
車
可
ೳ
୆
数
＝
１
୆
、

使
用
ྉ
＝
ແ
ྉ
、
利
用
日
時

＝
土
・
日
・
ॕ
日
ޕ
後
０
時

～
同
７
時
、
ᶄ
஑
ା
東
口
公

ڞ
地
Լ
駐
車
場
ʗ
駐
車
可
ೳ

୆
数
＝
２
୆
、
使
用
ྉ
＝
有

ྉ
、
利
用
日
時
＝
平
日
ޕ
前

７
時
～
同
12
時
、
ᶅ
ϩ
ク
マ

ル
ή
ー
ト
̞
̠
̚
Ｂ
̪
̠
̪

Ｒ
̤
ʗ
駐
車
可
ೳ
୆
数
＝
１

୆
、
使
用
ྉ
＝
ແ
ྉ
、
利
用

日
時
＝
શ
日
ޕ
後
０
時
～
同

５
時
、
ᶆ
՟
෺
車
ઐ
用
駐
車

マ
ス
ʗ
駐
車
可
ೳ
୆
数
＝
２

୆
、
使
用
ྉ
＝
ແ
ྉ
。
˞
ᶃ

～
ᶅ
の
利
用
に
は
、
管
理
者

へ
事
前
ొ
録・申
੥
が
必
要
。

Լ
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
Ӧ
業
所

間
の
距
離
や
ۓ
ٸ
時
の
対
応

体
制
な
ど
、
݉
೚
を
認
め
る

ࡍ
の
۩
体
的
要
݅
の
੔
理
が

ࠓ
後
の
࿦
点
と
な
っ
て
い
る
。

８
年
度
以
߱
は
、
̞
̘
̩

を
活
用
し
た
点
ݺ
制
度
の
活

用
ଅ
ਐ
に
޲
け
た
周
஌
・
ܒ

発
を
ਐ
め
る
と
と
も
に
、
運

行
管
理
業
務
の
一
ݩ
化
に
つ

い
て
さ
ら
に
検
౼
を
深
め
、

運
行
中
も
含
め
た
一
ݩ
的
な

運
行
管
理
の
高
度
化
の
ී
ٴ

を
ਤ
る
考
え
だ
。

こ
の
う
ち
、
と
し
ま
۠
民

セ
ン
λ
ー
は
３
か
月
ご
と
の

更
新
制
。
４
月
１
日
～
６
月

30
日
利
用
分
は
、３
月
15
日

ま
で
申
੥
を
受
付
。
申
੥
は

̬
̴
̱
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
か
ら
行
う
。

ア
χ
ϝ
イ
ト
通
り
周
ล
ՙ

さ
ば
き
ル
ー
ル
運
用
協
議
会

が
ル
ー
ル
を
定
め
、
ڞ
同
ՙ

さ
ば
き
ス
ϖ
ー
ス
を
運
用
し

て
い
る
。
ৄ
ࡉ
は
、
๛
ౡ
۠

公
ࣜ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
を
ࢀ
র
。

˜
໰
い
合
わ
せ
ઌ
＝
๛
ౡ

۠
都
市
੔
備
部
都
市
計
画
՝

駐
車
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

（
ὸ
03
・
４
５
６
６
・
２
６

３
６
）

業
の
紹
介
。

当
日
は
、
ް
労
省
が
実
ࢪ

し
た「
෺
ྲྀ
の
現
場
で
働
く

従
業
員（
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ

バ
ー
・
૔
ݿ
ス
λ
ッ
ϑ
）の

ス
キ
ル
・
キ
Ỿ
Ϧ
ア
・
賃
金

に
関
す
る
実
ଶ
調
査
結
果
」

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ス

キ
ル
の
可
ࢹ
化
や
ࠓ
後
の
キ

Ỿ
Ϧ
ア
ア
ッ
プ
面
ஊ
な
ど
に

活
用
可
ೳ
な
ス
キ
ル
ν
ỻ
ッ

ク
γ
ー
ト
の
使
い
方
を
、
ԋ

श
形
ࣜ
で
学
Ϳ
こ
と
が
で
き

る
。申

し
込
Έ
は
、
Φ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
φ
ー「
ス
キ
ル
で
考

え
る
、
観
ޫ
・
෺
ྲྀ
人
ࡐ
の

キ
Ỿ
Ϧ
ア
」
特
設
サ
イ
ト
の

申
込
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
か
ら
行
う
。

申
込
受
付
は
３
月
18
日
ޕ
後

５
時
ま
で
。
ࢹ
ௌ
用
̪
Ｒ
̡

は
申
し
込
Έ
後
に
案
಺
さ
れ

る
。˜

໰
い
合
わ
せ
ઌ
＝「
ス

キ
ル
の
޲
上
を
処
۰
に
結
び

付
け
て
い
く
؀
ڥ
੔
備
に
޲

け
た
調
査
ݚ
ڀ
事
業
」
事
務

局
ʗ
委
ୗ
ઌ
⽅
̥
͆
̘
コ
ン

サ
ル
ς
ỹ
ン
グ
合
同
会
社

（
ὸ
03
・
６
２
５
７
・
０
５

８
２
）
ޕ
前
10
時
～
ޕ
後
５

時
ま
で
、
土
・
日
・
ॕ
日
を

除
く

●❶
●❷

●❸
●❹

ア
ニ
メ
イ
ト
通
り
で

貨
物
車
向
け
荷
さ
ば
き

ス
ペ
ー
ス
を
提
供
中

運行管理ＩＣＴ化が拡大
業務後自動点呼導入進む

運
行
管
理
高
度
化
Ｗ
Ｇ

ࠃ
ަ
ল
７
年
度

第
３
回

危
険
運
転
基
準
を
明
確
化

飲
酒
・
速
度
基
準
を
明
示

法務省

高
速
乗
合
バ
ス
停
留
所
へ
の
駐
停
車
で
通
達

国
交
省

豊島区

「スキルで考える、物流人材のキャリア」
オンラインセミナー 厚労省

３
月
19
日
開
催
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「
い
い
人
す

ぎ
る
よ
展
２
０

２
６
」
で
の
こ

と
。
隣
に
は
20

歳
前
後
の
女
性

た
ち
。「
こ
れ
ち
ょ
っ
と

キ
モ
～
い
」「
い
る
い
る
、

こ
ん
な
人
」
な
ど
と
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
楽
し
そ

う
◆
「
日
常
に
潜
む
い
い

人
」
の
行
為
を
一
例
ず
つ

文
章
と
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介

し
て
い
る
。
い
ざ
客
観
的

に
見
て
い
る
と
「
そ
の
場

面
、
自
分
な
ら
ど
う
す

る
？
」と
突
き
つ
け
ら
れ
、

一
笑
に
付
せ
な
い
複
雑
さ

が
あ
る
◆
同
展
は
３
月
末

ま
で
西
武
渋
谷
店
Ｂ
館
で

開
催
中
。「
い
い
人
」
に

は
完
璧
で
は
な
い
愛
す
べ

き
弱
さ
や
ユ
ー
モ
ア
が
漂

う
。
そ
し
て
「
す
ぎ
る
」

部
分
に
は
〝
地
雷
〟
が
あ

り
、
一
歩
間
違
え
た
ら
大

変
な
こ
と
に
◆
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
帰
途
、
書

店
で
出
会
っ
た
の
が
コ
ミ

ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
誌
『「
い

い
人
で
い
な
き
ゃ
」
を
卒

業
し
た
ら
人
生
が
ラ
ク
に

な
り
ま
し
た
』。
著
者
は

家
族
と
の
日
常
マ
ン
ガ
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
る

〝
そ
う
は
は
。
〟
さ
ん
。

「
人
と
の
よ
い
距
離
感
」

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
を
描

い
て
い
る
◆
「
い
い
人
」

は
大
変
な
の
だ
。
い
つ
も

「
い
い
加
減
」「
い
い
塩あ

ん

梅ば
い

」
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
行
動
し
て
い
る
。

気
を
遣
わ
ず
楽
し
く
過
ご

し
た
い
の
に
、
だ
。〈
い

い
人
ね

言
わ
れ
て
ど
こ

か

や
る
せ
な
い
〉

空いているマスにリストの
漢字を入れて、漢字三文字
の言葉を作ってください。
線で結ばれたマスには同じ
漢字が入ります。二重マス
に入った漢字でできる言葉
は何でしょう？

漢字リレーパズル

by 冴戒 椎也 生徒 持 無

都 永 道
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［ リスト ］

［ 解答欄 ］

医  会  回  気  久  業  公  合
最  産  歯  式  終  小  新  人
星  戦  線  大  不  夜  力  　

☆インターネット応募の場合
解答フォームをご利用ください。東ト協
ＨＰトップ「会員の皆様へ」をクリックし、
「東京都トラック時報」から「パズル＆
クイズ解答フォーム」へご入力ください。
https://www.totokyo.or.jp/

☆はがき応募の場合
官製はがきに、①答え ②郵便番号・住所
③会社名 ④氏名 ⑤年齢 ⑥本紙へのご
意見・ご要望を明記し、お送りください。
〒160-0004 新宿区四谷３－１－８
（一社）東京都トラック協会
総務部広報・情報Ｇ「トラック時報」係

●正解者の中から抽選で３名様に図書
カード（1,000円分）をプレゼントします。

●応募締切
３月末日（正解は４月10日号に掲載）

★�２月10日号「スケルトン」の正解は
「セツゲツカ（雪月花）」でした。

応 募 方 法

国立駅開業100周年

新
宿
駅
起
点
か
ら
24
・

２
㌔
㍍
、
中
央
線
に
位
置

す
る
国
立
駅
。
１
９
２
６

（
大
正
15
）
年
４
月
１
日

の
開
業
か
ら
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
。

駅
は
、
後
の
西
武
グ
ル

ー
プ
の
前
身
で
あ
る
不
動

を
置
く
、
駅
百
選
・
選
考
委
員
会
に

よ
る「
関
東
の
駅
百
選
」に
選
定
さ
れ

た
。「
赤
い
三
角
屋
根
の
駅
舎
が
、
駅

前
の
桜
並
木
と
調
和
し
て
い
る
」
点

が
選
考
理
由
だ
っ
た
。
２
０
０
３（
平

成
15
）年
に
高
架
化
工
事
へ
着
手
し
、

２
０
０
６（
平
成
18
）年
に
旧
駅
舎
の

使
用
を
終
了
。
同
年
、
国
立
市
の
指

定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

高
架
化
に
伴
い
、
旧
駅
舎
は
移
転

ま
た
は
撤
去
を
す
る
か
の
判
断
を
迫

第162回

まちかど写真家 筑峯  総太

産
会
社「
箱
根
土
地
」が
、一
橋
大
学

の
移
転
に
合
わ
せ
て
設
置
し
た
も
の

で
、そ
の
後
、鉄
道
省
へ
譲
渡
さ

れ
た
。
駅
名
は
、
国
分
寺
駅
と

立
川
駅
の
間
に
設
置
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
両
駅
名
の
頭
文
字
を

取
っ
て
命
名
。
あ
わ
せ
て「
こ
の

地
か
ら
新
し
く
国
が
立
つ
」
と

の
願
い
も
込
め
ら
れ
た
と
い
う
。

１
９
９
８（
平
成
10
）年
、国
土
交

通
省
関
東
運
輸
局
鉄
道
部
に
事
務
局

ら
れ
た
。
市
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
鉄
道

遺
産
と
し
て
の
保
存
を
要
望
し
た
が
、

老
朽
化
を
理
由
に
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。最
終
的
に
解
体・保
管
の
上
、

立
体
化
工
事
後
に
復
原
す
る
方
針
が

採
ら
れ
た
。

一
方
で
、Ｊ
Ｒ
が
駅
両
隣
に
地
上
４

階
建
て
ビ
ル
を
建
設
す
る
計
画
を
公

表
。こ
れ
に
対
し
、「
復
原
駅
舎
が
ビ
ル

に
埋
没
し
て
し
ま
う
」と
し
て
、市
民

や
商
工
関
係
者
か
ら
再
考
を
求
め
る

声
が
挙
が
っ
た
。協
議
の
結
果
、市
と

Ｊ
Ｒ
は
土
地
交
換
で
合
意
。
Ｊ
Ｒ
が

所
有
す
る
旧
駅
舎
両
側
の
土
地
と
、

市
が
所
有
す
る
南
口
西
側
の
駐
車
場・

駐
輪
場
用
地
を
交
換
し
、
両
隣
の
ビ

ル
建
設
計
画
は
撤
回
さ
れ
た
。
現
在

は
、広
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
０（
令
和
２
）年
、待
ち
合

わ
せ
場
所
や
展
示
室
を
備
え
た
旧
駅

舎
が
復
原
さ
れ
た
。
赤
い
三
角
屋
根

の
駅
舎
は
再
び
街
の
象
徴
と
な
り
、

利
用
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

１
．
労
働
基
準
監
督
署
の
調

査
の
重
点
ポ
イ
ン
ト

⑴
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
の

労
働
時
間
の
記
録

✓□
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
の
労

働
時
間
の
記
録
が
あ
る
か

✓□
労
働
時
間
の
端
数
切
り

捨
て
処
理
を
し
て
い
な
い

か✓✓□
自
己
申
告
制
の
場
合
、

申
告
時
間
と
客
観
的
記
録

と
の
間
に
大
き
な
差
異
が

な
い
か

労
働
時
間
の
端
数
切
り
捨

て
処
理
や
自
己
申
告
と
客
観

的
な
記
録
に
著
し
い
差
異
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
時
間

分
が「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
に

該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
賃

金
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

⑵
変
形
労
働
時
間
制
の

労
使
協
定
等
の
適
正
運

用 チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

✓□
変
形
労
働
時
間
制
を
採

用
し
て
い
る
場
合
は
、
採

用
手
続
き
が
適
正
か

✓□
事
前
に
特
定
し
た
労
働

日
・
労
働
時
間
通
り
に
運

用
さ
れ
て
い
る
か

✓□
割
増
賃
金
対
象
時
間
は

正
確
に
把
握
し
て
い
る
か

変
形
労
働
時
間
制
を
採
用

し
て
い
る
場
合
、
原
則
と
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
特
定
し
た

通
り
に
労
働
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
業
務
の

都
合
で
、
日
常
的
に
労
働
時

間
や
労
働
日
を
変
更
し
て
い

る
と
、
変
形
労
働
時
間
制
に

該
当
し
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、法
定
労
働
時
間（
１

日
８
時
間
、
週
40
時
間
）を

超
え
る
分
の
割
増
賃
金
の
支

払
い
が
必
要
と
な
り
、
賃
金

の
支
払
額
に
差
額
が
生
じ
た

場
合
に
は
、「
サ
ー
ビ
ス
残

業
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し

て
、
そ
の
差
額
に
該
当
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

賃
金
の
支
払
い
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑶
時
間
外
・
休
日
労
働

に
関
す
る
協
定
届（
36

協
定
）等

✓□
36
協
定
の
締
結
・
届
出

は
適
正
か

✓□
労
働
者
の
過
半
数
代
表

者
は
適
切
に
選
任
さ
れ
て

い
る
か

✓□
特
別
条
項
適
用
時
の
手

続
き
、
健
康
・
福
祉
確
保

措
置
が
記
載
通
り
履
行
さ

れ
て
い
る
か

✓□
労
働
時
間
の
延
長
限
度

基
準
時
間
を
遵
守
し
て
い

る
か36

協
定
の
延
長
の
限
度

や
改
善
基
準
告
示
を
超
過
す

る「
違
法
な
長
時
間
労
働
」が

認
め
ら
れ
た
場
合
、是
正
完
了

ま
で
徹
底
し
た
追
跡
調
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑷
賃
金
関
係

✓□
時
間
外
・
休
日
・
深
夜

労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金

は
正
確
に
計
算
さ
れ
て
い

る
か使

用
者
は
、
適
正
に
把
握

し
た
労
働
時
間
に
基
づ
き
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

法
定
の
割
増
率
以
上
で
算
定

し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

✓□
割
増
賃
金
の
計
算
方
法

は
適
法
か

割
増
賃
金
の
基
礎
と
な
る

賃
金
は
、
通
常
の
労
働
時
間

ま
た
は
労
働
日
の
賃
金
額
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
賃

金
額
に
は
、
基
本
給
だ
け
で

な
く
、
原
則
と
し
て
諸
手
当

も
す
べ
て
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
家
族

手
当
・
通
勤
手
当
・
別
居
手

当
・
子
女
教
育
手
当
・
住
宅

手
当
・
臨
時
に
支
払
わ
れ
た

賃
金
・
１
か
月
を
超
え
る
期

間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

の
７
種
類
の
賃
金
に
つ
い
て

は
、
割
増
賃
金
の
算
定
基
礎

に
算
入
し
な
く
て
も
よ
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

✓□
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
か

最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。従
っ
て
、

月
給
制
の
場
合
に
は
、
月
給

額
÷
月
の
所
定
労
働
時
間
＝

時
間
額
に
換
算
し
、
適
用
さ

れ
る
最
低
賃
金
額
以
上
と
な

っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
最

低
賃
金
と
の
比
較
に
あ
た
っ

て
は
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
・
１
か
月
を
超
え
る
期

間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

（
賞
与
等
）・
時
間
外
労
働
、

休
日
労
働
、
深
夜
労
働
に
対

す
る
割
増
賃
金
・
最
低
賃
金

に
お
い
て
算
入
し
な
い
こ
と

を
定
め
る
賃
金（
精
皆
勤
手

当
、家
族
手
当
、通
勤
手
当
）

は
、
除
外
し
て
計
算
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑸
年
次
有
給
休
暇
の
付

与
日
数
と
管
理
状
況

✓□
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

記
録
が
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
か

年
次
有
給
休
暇
の
５
日
付

与
義
務
に
対
応
し
て「
年
次

有
給
休
暇
管
理
表
」
な
ど
に

よ
り
、
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
状
況
を
管
理
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

２
．
臨
検
調
査
対
応
の
基
本

姿
勢労

働
基
準
監
督
署
の
臨
検

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
場
合

に
、
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

は
次
の
通
り
で
す
。

①
現
状
に
つ
い
て
は
、
事
実

を
あ
り
の
ま
ま
に
説
明
し
、虚

偽
の
報
告
を
行
わ
な
い
こ
と

②
是
正
報
告
に
つ
い
て
も
誤

っ
た
内
容
と
せ
ず
、
改
善
が

未
了
の
事
項
に
つ
い
て
は
そ

の
旨
を
正
直
に
報
告
し
、
必

要
に
応
じ
て
改
善
期
限
の
猶

予
を
求
め
る
な
ど
、
実
効
性

あ
る
改
善
に
向
け
た
対
応
を

行
う
こ
と

虚
偽
の
報
告
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
徹
底
的

に
厳
格
な
調
査
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

悪
質
な
事
案
と
判
断
さ
れ
れ

ば
、
労
働
基
準
法
違
反
な
ど

で
刑
事
告
発
に
至
る
こ
と
も

あ
り
得
る
た
め
、
誠
実
か
つ

真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

実
運
送
事
業
者
へ
の

労
働
基
準
監
督
署
調
査
が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

い
わ
ゆ
る「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
受
け
た
対
応
と

し
て
、実
運
送
事
業
者
へ
の
労
働
基
準
監
督
署
の
臨
検

調
査
が
、い
よ
い
よ
今
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ

れ
ま
す
。
こ
の
２
年
間
は
行
政
庁
が
荷
主
・
元
請
対
策

を
優
先
し
て
き
ま
し
た
が
、今
後
は
現
場
レ
ベ
ル
で
の

労
務
管
理
体
制
が
直
接
検
証
さ
れ
る
局
面
に
入
り
ま

す
。
今
回
は
、こ
の
臨
検
調
査
で
重
点
的
に
確
認
さ
れ

る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。


